
教
部
省
教
化
政
策
の
転
回
と
挫
折

一
「
教
育
と
宗
教
の
分
離
」
を
中
心
と
し
て

谷

」

穣

門
要
約
】
　
明
治
初
年
、
教
部
省
は
神
富
・
僧
侶
を
総
動
員
し
て
の
壮
大
な
民
衆
教
化
政
策
を
企
図
し
た
。
本
稿
は
そ
の
展
開
と
挫
折
の
過
程
を
、
当
時
の

重
要
な
論
点
で
あ
り
な
が
ら
先
行
研
究
が
看
過
し
て
き
た
、
学
校
教
育
と
の
か
か
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
三
島
通
庸
を
中
心
と
す
る
教
化
政

策
に
、
重
要
な
転
回
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
田
中
不
二
麿
ら
の
「
教
育
と
宗
教
の
分
離
」
理
念
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
校
教
育
へ
の
教
化
政
策
組

み
込
み
は
失
敗
し
、
教
化
の
路
線
も
変
容
し
て
ゆ
く
。
だ
が
そ
れ
は
島
地
黙
雷
の
激
し
い
批
判
に
あ
い
、
教
化
政
策
は
挫
折
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
島
地

も
、
教
化
政
策
を
批
判
し
て
ゆ
く
う
ち
に
、
僧
侶
が
初
等
教
育
を
担
当
す
べ
き
だ
と
い
う
自
説
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
。
教
部
省
と
島
地
に
即
し
て
言

う
な
ら
、
こ
の
過
程
は
近
代
臼
本
社
会
に
お
け
る
「
分
離
」
理
念
受
容
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
近
代
国
民
国
家
」
の
重
要
な
民
衆
統
合
回
路
た

る
学
校
教
育
を
め
ぐ
り
、
宗
教
勢
力
が
ほ
と
ん
ど
介
在
し
て
こ
な
い
と
い
う
近
代
日
本
の
特
質
が
形
成
さ
れ
る
、
そ
の
大
き
な
契
機
で
あ
っ
た
と
意
義
づ

け
ら
れ
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
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は
　
じ
　
め
　
に

　
「
海
内
廃
然
と
し
て
説
教
の
声
高
く
、
い
か
な
る
山
村
海
郷
に
も
、
そ
の
催
し
な
き
は
な
く
、
説
教
用
書
籍
は
日
を
お
ひ
て
続
出
し
、
各
種

新
聞
雑
誌
の
記
事
ま
た
、
そ
の
一
半
は
つ
ね
に
説
教
興
行
の
報
告
、
教
義
上
の
論
説
に
て
勤
む
る
ほ
ど
に
て
、
三
条
の
御
趣
意
と
い
ふ
語
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

当
時
の
人
の
日
の
端
よ
り
離
れ
ざ
り
し
」
。
明
治
期
の
社
会
風
俗
研
究
で
知
ら
れ
る
著
述
家
石
井
研
堂
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
教
部

省
が
開
始
す
る
神
道
・
仏
教
合
同
の
民
衆
教
化
政
策
（
以
下
「
教
化
政
策
」
と
略
）
の
盛
行
を
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
。
し
か
し
同
じ
く
石
井
に
よ

41 （977）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
と
、
こ
の
「
海
内
の
説
教
騒
ぎ
は
、
真
に
一
時
の
線
香
花
火
の
ご
と
き
も
の
」
と
し
て
終
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
安
丸
良
夫
の
訳
出
を
借
り
れ

ば
薪
時
代
に
向
け
て
の
国
民
意
識
の
統
合
を
め
ざ
す
壮
大
な
義
」
で
あ
っ
た
教
化
政
策
は
・
い
か
に
し
て
「
蒔
の
馨
花
火
」
と
し
て

挫
折
し
て
ゆ
く
の
か
。
本
稿
は
、
そ
の
過
程
を
描
く
こ
と
で
、
近
代
日
本
形
成
期
の
民
衆
統
合
政
策
を
め
ぐ
る
一
様
相
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の

で
あ
る
。

　
周
知
の
通
り
、
神
仏
分
離
と
い
う
維
新
政
府
の
方
針
は
、
各
地
に
廃
仏
殿
釈
の
嵐
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
急
進
的
な
神
道
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

教
化
路
線
の
も
と
で
は
、
「
惟
神
之
大
道
」
を
宣
布
す
る
民
衆
教
化
の
役
職
と
し
て
宣
教
使
が
置
か
れ
た
が
、
実
質
的
に
は
ほ
と
ん
ど
機
能
す

る
こ
と
な
く
、
明
治
五
年
三
月
に
神
祇
省
の
教
部
省
へ
の
改
組
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
た
。
か
わ
っ
て
翌
四
月
、
教
部
省
は
国
学
者
・
神
道
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

み
の
神
道
国
教
化
体
制
を
改
め
、
仏
教
勢
力
と
合
同
し
て
の
壮
大
な
教
化
政
策
を
企
図
す
る
。
一
〇
万
人
以
上
と
い
わ
れ
る
神
官
・
僧
侶
を
無

　
　
　
　
⑥

給
の
教
導
職
に
任
命
し
、
「
三
条
の
御
趣
意
」
す
な
わ
ち
三
条
教
則
（
敬
神
愛
国
、
天
理
人
道
、
高
上
奉
戴
・
朝
堂
遵
守
）
と
い
う
基
本
綱
領
を
月

に
数
度
「
説
教
」
さ
せ
、
天
皇
制
国
家
に
お
け
る
「
あ
る
べ
き
」
人
倫
道
徳
を
民
衆
へ
注
入
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
活
動
の
本
拠
と

し
て
東
京
に
大
教
院
を
お
き
、
各
府
県
の
有
力
守
社
を
中
昇
華
、
全
国
の
各
寺
社
を
小
野
院
と
し
て
統
轄
す
る
体
制
を
め
ざ
し
た
（
い
わ
ゆ
る

大
教
院
体
制
）
。
こ
の
政
策
は
、
支
配
の
正
当
性
強
化
と
い
う
政
府
の
意
図
や
、
廃
仏
官
需
で
う
け
た
打
撃
か
ら
の
復
興
と
い
う
仏
教
勢
力
の
思

惑
な
ど
、
諸
々
の
動
機
が
絡
み
あ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
背
景
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
侵
入
に
対
す
る
広
汎
な
危
機
意
識
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
教
部
省
の
も
く
ろ
み
は
外
れ
る
。
全
神
官
・
僧
侶
の
教
導
職
任
命
に
は
ほ
ど
遠
く
、
全
寺
社
の
小
盗
等
化
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

実
現
せ
ず
、
大
教
院
体
制
は
未
完
で
あ
っ
た
。
ま
た
教
導
職
の
説
教
能
力
の
低
さ
や
民
衆
の
宗
教
意
識
と
の
隔
た
り
、
神
道
・
仏
教
の
対
立
、

そ
れ
に
絡
む
薩
摩
・
長
州
の
対
立
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
も
抱
え
て
い
た
。
そ
し
て
真
宗
勢
力
か
ら
の
攻
撃
に
よ
り
、
明
治
八
年
（
一
八
七

五
）
五
月
に
大
教
則
は
解
散
す
る
。
以
後
は
神
道
・
仏
教
各
宗
が
各
自
活
動
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
り
、
教
化
政
策
は
実
質
的
に
終
焉
を
迎
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
以
上
の
展
開
と
挫
折
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
少
な
か
ら
ぬ
優
れ
た
先
行
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
主
と
し
て
、
教
化
政
策
を
「
日
本
型
」
政

教
関
係
の
形
成
や
宗
教
制
度
の
再
編
、
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
策
の
文
脈
で
扱
っ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
自
体
を
批
判
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
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⑨

た
だ
そ
の
結
果
、
教
化
政
策
が
「
試
行
錯
誤
的
な
変
転
」
の
ひ
と
こ
ま
、
「
国
家
神
道
」
体
制
形
成
の
一
準
備
段
階
、
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

的
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
る
点
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
当
該
期
に
お
い
て
教
化
活
動
に
つ
い
て
論
じ
た
多
数
の
建
白
書
を
み
て
み
る
と
、
学

校
教
育
と
の
対
比
・
関
連
性
と
い
う
、
従
来
の
研
究
で
は
看
過
さ
れ
て
き
た
議
論
の
軸
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

い
に
検
討
の
余
地
の
あ
る
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ひ
と
つ
だ
け
例
を
挙
げ
よ
う
。
五
年
一
一
月
、
小
倉
県
士
族
岩
田
茂
穂
ら
が
集
議
院
へ
提
出
し
た
「
教
則
ノ
義
二
付
建
雷
書
」
で
は
、
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
エ

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
今
日
「
急
務
中
ノ
最
急
務
」
な
の
は
、
「
教
法
以
テ
人
心
ヲ
籠
絡
シ
、
学
術
以
テ
人
材
ヲ
当
直
シ
、
教
学
相
助
ケ
テ
以
テ

民
心
ヲ
勧
奨
ス
ル
」
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
政
府
の
推
進
す
る
「
学
術
」
は
西
洋
流
の
学
校
教
育
で
あ
っ
て
、
日
本
の
「
国
家
ノ
論
宗
ニ
シ
テ

国
ノ
体
」
た
る
「
教
法
」
に
あ
わ
な
い
た
め
、
教
学
の
両
輪
が
か
み
あ
わ
ず
、
教
化
活
動
が
盛
り
あ
が
ら
な
い
。
よ
っ
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
対
策

が
必
要
で
あ
る
。

　
　
先
ツ
第
～
各
所
二
等
院
ヲ
置
キ
、
父
老
ノ
異
端
邪
説
町
議
ル
・
ヲ
救
ヒ
、
頑
固
ノ
隈
習
ヲ
脱
セ
シ
メ
、
其
間
学
校
ヲ
頒
布
シ
テ
、
教
則
中
本
教
ノ
科
目
ヲ

　
　
立
、
小
学
ヨ
リ
中
学
二
二
リ
テ
ハ
必
ス
西
洋
各
国
ノ
学
ト
兼
用
セ
シ
メ
、
大
学
ニ
ハ
専
門
ノ
一
科
ヲ
設
ケ
有
志
ノ
徒
早
漏
従
事
シ
、
卒
業
ノ
後
納
ヲ
教
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
職
二
推
任
シ
、
民
庶
ヲ
シ
テ
遠
ク
国
体
ノ
本
源
ヲ
知
シ
メ
、
近
ク
固
事
ノ
腸
ヲ
洗
ハ
シ
メ
爺
様
ノ
御
制
度
御
立
有
之
度
企
望
仕
候

　
こ
の
建
白
は
、
従
来
の
成
人
へ
の
教
化
活
動
に
加
え
、
三
条
教
則
を
科
目
に
盛
り
込
ん
だ
学
校
教
育
の
あ
り
方
を
提
言
す
る
。
小
中
学
校
で

は
三
条
教
則
と
西
洋
の
学
問
を
と
も
に
教
え
、
そ
の
教
育
を
受
け
た
者
を
大
学
へ
進
ま
せ
、
卒
業
後
教
導
職
に
任
命
せ
よ
と
の
主
張
で
あ
る
。

こ
の
主
張
は
集
議
院
で
実
際
に
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
あ
な
が
ち
奇
異
な
説
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
、
当
時
の

社
会
に
お
い
て
、
両
者
を
分
け
て
考
え
る
思
考
法
が
自
明
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
あ
い
ま
い
さ
」
は
、
学
校
の
正
教
員
の
正
式
名
称
と
、
下
級
教
導
職
の
名
称
が
同
じ
「
訓
導
」
で
あ
っ
た
点
に
、
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

と
い
え
る
。
な
ら
ば
、
教
化
政
策
を
論
じ
る
う
え
で
、
学
校
教
育
と
の
か
か
わ
り
（
重
な
り
）
は
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
学
校
教
育
と
の
関
係
を
軸
に
教
化
政
策
を
と
ら
え
る
と
い
う
視
角
を
採
り
た
い
。
具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
教
化
政
策
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が
活
発
に
な
る
明
治
五
年
末
か
ら
六
年
前
半
の
教
部
省
が
、
ど
の
よ
う
な
教
化
活
動
を
志
向
し
、
そ
こ
か
ら
い
か
に
学
校
教
育
へ
か
か
わ
っ
て

ゆ
く
か
を
検
討
す
る
。
第
二
に
、
文
部
省
宮
填
た
ち
に
よ
る
「
教
育
と
宗
教
の
分
離
」
原
則
の
導
入
・
運
用
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
教
化
政

策
に
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
教
化
政
策
を
批
判
す
る
真
宗
勢
力
が
、
学
校
教
育
と
宗
教
を
ど
う
認
識
し
た
か
を
分
析
す

る
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
教
化
政
策
の
挫
折
過
程
が
も
つ
意
味
に
つ
い
て
論
じ
た
い
ゆ

44　（980）

〔
注
〕
　
本
文
中
の
政
府
法
令
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
『
法
令
全
書
』
に
よ
っ
た
。
ま

　
た
、
引
用
史
料
に
は
適
宜
句
読
点
を
施
し
た
。

①
石
井
研
堂
閣
明
治
事
物
起
原
隔
三
、
筑
摩
轡
房
、
一
九
九
七
（
復
刻
、
底
本
は

　
『
増
補
改
訂
　
明
治
事
物
起
原
』
春
陽
堂
、
一
九
等
長
。
初
版
は
一
九
〇
八
）
、

　
三
六
七
買
。

②
同
前
、
三
七
四
頁
。

③
安
丸
良
夫
「
近
代
転
換
期
に
お
け
る
宗
数
と
国
家
」
（
『
日
本
近
代
思
想
大
系
五

　
　
宗
教
と
国
家
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
）
、
五
二
八
頁
。

④
　
鼻
輪
使
制
は
、
明
治
二
（
…
八
六
九
）
年
七
月
八
日
、
神
戸
官
内
に
設
澱
。
職

　
制
は
長
官
以
下
、
次
官
・
正
権
判
官
・
主
典
・
史
生
、
実
際
の
教
化
活
動
を
担
当

　
す
る
正
権
大
中
少
の
宣
教
使
（
の
ち
博
士
）
・
講
義
生
か
ら
な
る
。
専
ら
国
学

　
者
・
神
道
家
か
ら
任
用
さ
れ
た
。

⑤
神
道
国
教
化
政
策
が
挫
折
す
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
阪
本
雷
丸
門
教
部
省
設
置

　
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
㎞
第
四
四
輯
、
一
九

　
七
九
）
、
高
木
博
志
「
神
道
国
教
化
政
策
崩
壊
過
程
の
研
究
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ァ
』

　
第
一
〇
四
号
、
～
九
八
四
）
な
ど
参
照
。

⑥
明
治
五
年
四
月
二
五
日
、
太
政
富
盛
ご
二
二
号
で
教
導
職
の
等
級
と
し
て
、
つ

　
ぎ
の
よ
う
に
一
四
階
級
が
定
め
ら
れ
た
。
教
導
職
は
神
道
お
よ
び
仏
教
各
宗
本
山

　
で
推
挙
さ
れ
、
教
部
省
へ
の
上
申
を
へ
て
、
任
命
さ
れ
る
。
ま
た
明
治
七
年
四
月

　
二
〇
日
に
は
、
地
方
官
立
会
い
の
も
と
で
昇
級
・
推
挙
を
試
験
す
る
よ
う
達
が
出

さ
れ
て
い
る
（
教
部
省
達
第
＝
一
号
）
。

一
　
級

二
　
級

三
　
級

四
　
級

五
　
級

穴
　
級

七
　
級

大
教
正

権
大
教
正

中
教
正

権
中
教
正

少
教
正

権
少
教
正

大
講
義

八
　
級

九
　
級

一
〇
級

＝
級

｝
二
級

＝
二
級

｝
四
級

権
大
講
義

中
講
義

権
中
講
義

少
講
義

権
少
講
義

訓
　
導

権
訓
導

⑦
明
治
七
年
＝
万
段
階
で
、
教
導
職
数
は
神
道
四
二
〇
二
名
、
僧
侶
三
〇
四
三

　
名
（
た
だ
し
試
補
採
屠
者
数
は
数
字
に
出
な
い
た
め
、
厳
密
に
実
勢
を
と
ら
え
る

　
の
は
困
難
）
で
あ
り
、
小
二
院
は
わ
ず
か
二
二
七
か
所
に
す
ぎ
な
い
。
開
公
文
録
㎞

　
明
治
八
年
一
月
教
部
省
伺
、
「
大
中
小
教
院
ノ
儀
奏
上
」
。

⑧
村
上
重
良
『
国
家
神
道
㎞
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
、
安
丸
良
夫
前
掲
論
文
、
同

　
『
近
代
天
皇
像
の
形
成
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
、
宮
地
正
人
開
天
皇
制
の
政
治

　
史
的
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
八
一
、
同
「
国
家
神
道
形
成
過
程
の
問
題
点
」

　
（
前
掲
『
宗
教
と
国
家
』
）
、
阪
本
是
丸
「
日
本
的
政
教
関
係
の
形
成
過
程
」
（
井

　
上
順
孝
・
阪
本
編
剛
日
本
型
政
教
関
係
の
誕
生
』
第
一
書
房
、
～
九
八
七
）
、
羽

　
賀
祥
二
隅
明
治
維
新
と
宗
教
』
筑
摩
書
一
房
、
一
九
九
四
、
な
ど
。
神
道
史
の
分
野

　
で
は
、
藤
井
貞
文
が
門
教
導
職
廃
止
の
要
因
扁
（
鯛
神
道
学
』
八
六
、
｝
九
七
五
）

　
ほ
か
、
多
く
の
実
証
的
研
究
を
残
し
て
い
る
。

⑨
村
上
前
掲
書
、
＝
三
頁
。



⑩
も
っ
と
も
、
数
は
少
な
い
が
教
育
史
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
る
。
と
く
に
大
林

　
正
昭
は
、
「
教
導
職
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
公
民
教
育
に
つ
い
て
」
（
『
広
島
大
学
教

　
育
学
部
紀
要
』
第
　
部
第
三
三
号
、
～
九
八
五
）
、
「
わ
が
国
近
代
教
育
成
立
期
に

　
お
け
る
宗
教
と
教
育
を
分
離
す
る
原
則
の
形
成
に
つ
い
て
」
（
同
前
第
一
部
第
三

　
四
号
、
　
｝
九
八
六
）
な
ど
、
　
一
連
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
大
林
以
外
で
は
由

　
口
和
孝
「
訓
導
ど
教
導
職
」
（
『
国
際
基
督
教
大
学
学
報
』
1
…
A
教
育
研
究
、
二

　
四
、
一
九
八
二
）
が
本
稿
と
視
角
を
共
有
し
て
お
り
、
執
筆
に
際
し
多
く
を
学
ん

　
だ
。
し
か
し
両
者
と
も
、
具
体
的
な
教
化
政
策
の
推
移
に
即
し
て
検
討
す
る
作
業

　
が
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
点
に
留
意
し
つ
つ
論
じ
た

　
い
。

⑪
色
川
大
吉
・
我
部
政
男
監
修
『
明
治
建
自
書
集
成
㎞
第
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
一

　
九
八
六
、
三
一
〇
～
玉
…
一
頁
。
建
白
者
は
岩
田
茂
穂
、
川
村
矯
一
郎
、
増
霞
宋

　
太
郎
。

⑫
明
治
六
年
八
月
一
二
日
太
政
官
布
告
第
二
九
六
号
に
よ
っ
て
制
定
。

⑬
こ
の
視
角
に
関
し
て
は
、
羽
賀
祥
二
が
重
要
な
提
醤
を
行
っ
て
い
る
。
羽
賀
は
、

　
教
導
職
に
よ
る
教
化
活
動
を
「
宗
教
者
が
時
代
の
変
化
に
適
応
し
て
い
く
た
め
に

　
課
せ
ら
れ
た
ト
レ
…
ニ
ン
グ
」
「
公
教
育
以
前
の
、
ま
た
そ
れ
と
並
行
し
て
進
め

　
ら
れ
た
教
化
と
い
う
名
の
、
教
導
職
が
担
っ
た
一
種
の
啓
蒙
活
動
」
（
前
掲
書
～

　
九
～
二
〇
頁
）
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
教
化
活
動
を
学
校
教
育
と
並

　
べ
て
述
べ
、
宗
教
行
政
史
の
枠
か
ら
解
放
し
て
捉
え
直
す
視
座
を
与
え
る
点
で
評

　
価
で
き
よ
う
。
た
だ
、
両
者
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
触
れ
ら
れ

　
て
い
な
い
。

第
［
章
　
教
化
政
策
の
展
開
と
「
神
官
僧
侶
学
校
」
規
定
－
二
島
通
庸
を
中
心
に
一

教部省教化政策の転回と挫折（谷JI［）

　
1
　
教
部
省
批
判
と
文
部
・
教
部
合
併

　
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
六
月
九
日
、
教
部
省
は
教
導
職
へ
教
化
活
動
開
始
を
正
式
に
指
令
し
た
。
と
は
い
え
、
政
策
面
で
の
実
質
的
な
整

備
は
鈍
か
っ
た
。
ま
た
、
八
月
八
日
太
政
官
第
二
二
〇
号
で
神
官
を
「
総
テ
教
導
職
二
三
ス
」
と
布
告
し
た
が
、
任
命
は
遅
々
と
し
て
す
す
ま

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
折
、
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
教
部
省
に
早
く
も
批
判
論
が
噴
出
し
た
。
な
か
で
も
教
部
省
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
の
は
、
五
年
五

月
、
京
都
府
か
ら
正
院
に
宛
て
て
提
出
さ
れ
た
「
教
法
翠
蔓
之
儀
押
付
建
奮
」
で
あ
る
。
京
都
府
は
、
教
部
省
が
教
導
職
制
を
介
し
て
、
従
来

地
方
宮
の
管
掌
事
項
で
あ
っ
た
宗
教
者
管
理
に
干
渉
し
て
く
れ
ば
、
宗
教
勢
力
の
増
長
を
招
い
て
厄
介
な
こ
と
に
な
る
と
非
難
し
た
。
こ
の
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

議
は
、
「
教
法
宗
門
五
重
二
候
得
共
書
中
議
論
之
次
第
も
有
之
煎
付
、
教
部
省
え
ハ
不
差
出
候
」
と
い
う
添
書
が
示
す
と
お
り
、
教
部
省
に
秘
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密
で
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
政
府
内
に
教
部
省
批
判
派
が
存
在
し
、
京
都
府
が
そ
の
批
判
派
と
連
携
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

だ
が
こ
の
建
議
は
『
大
坂
新
聞
』
お
よ
び
『
新
聞
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
、
教
部
省
官
員
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
し
て
阪
本
是
丸
が
い
う

よ
う
に
、
「
こ
の
建
議
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
教
部
省
支
持
派
は
危
機
感
を
募
ら
せ
、
教
導
職
制
の
あ
り
か
た
、
望
ま
し
い
国
民
教
化
策
を
模

　
　
　
　
　
②

虚
し
は
じ
め
る
」
こ
と
に
な
る
。
で
は
教
部
省
は
、
何
に
対
し
て
危
機
感
を
抱
い
た
の
か
。
京
都
府
の
建
議
に
は
、
注
目
す
べ
き
箇
所
が
あ
る
。

　
　
神
官
僧
侶
ヲ
仮
ラ
サ
レ
ハ
開
化
行
ハ
レ
ス
王
政
貫
徹
セ
サ
ル
、
ト
ハ
実
二
書
毛
ノ
至
り
ナ
リ
。
況
や
却
テ
開
化
ヲ
妨
ケ
、
王
政
ヲ
害
ス
ル
者
二
於
テ
ヲ
ヤ

　
　
　
〔
中
略
〕
試
二
春
来
仏
誕
ノ
事
二
階
ス
公
私
ノ
財
ト
公
私
ノ
手
数
ト
時
問
ト
ヲ
以
テ
、
是
ヲ
国
家
必
用
ノ
道
路
ヲ
開
キ
、
学
校
ヲ
建
テ
、
職
業
ヲ
教
ユ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
等
ノ
事
二
用
ヒ
バ
、
豊
一
廉
ノ
大
益
ヲ
興
サ
・
ラ
ン
ヤ

　
神
官
・
僧
侶
は
開
化
政
治
に
不
要
で
あ
り
、
彼
ら
に
金
を
浪
費
す
る
く
ら
い
な
ら
、
国
家
に
必
要
な
道
路
や
学
校
に
費
用
を
投
じ
た
ほ
う
が

ず
っ
と
有
益
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
道
路
や
学
校
H
「
開
化
」
、
そ
の
「
妨
ケ
」
と
な
る
神
官
僧
侶
闘
「
非
開
化
」
、
と
い
う
対
比
図
式
こ

そ
、
教
部
省
の
危
惧
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
京
都
府
は
翌
六
月
に
も
、
府
内
に
は
「
数
十
ヶ
所
ノ
小
学
校
ヲ
設
ケ
」
て
い
る
か
ら
「
別
二
僧
侶

　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

等
ノ
手
ヲ
仮
ル
ニ
不
及
」
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
教
部
省
批
判
は
、
学
校
教
育
と
の
対
比
・
峻
別
の
視
点
で
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
批
判
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
政
府
内
の
教
部
省
批
判
派
は
、
文
部
省
へ
の
併
呑
を
画
策
す
る
。
太
政
大
臣
三
条
実
美
は
五
年
一
〇

月
一
五
日
付
参
議
大
隈
重
信
宛
書
翰
で
、
「
教
部
誓
事
も
、
梢
合
併
論
省
中
に
漏
洩
、
彼
是
疑
惑
も
有
之
由
二
候
問
、
速
に
相
発
候
方
井
然
歎
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

就
て
は
大
木
之
処
、
篤
と
談
論
面
頬
二
心
」
と
述
べ
て
い
る
。
三
条
・
大
隈
・
文
部
卿
大
木
喬
任
の
「
批
判
派
」
が
、
教
部
省
の
頭
ご
し
に
合

併
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
だ
が
～
○
月
二
五
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
合
併
は
、
「
西
郷
隆
盛
ナ
ド
、
参
議
ノ
頭
ニ
ア
ル
時
ナ
レ
バ
、
三
嶋
氏
ナ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ノ
奔
走
ヲ
採
用
シ
テ
、
教
部
省
維
持
ノ
論
二
決
シ
〔
中
略
〕
文
部
省
ハ
教
部
ヲ
発
露
ス
ル
事
能
ズ
敗
北
セ
リ
」
と
い
う
決
着
を
み
る
。
教
部
省

は
、
最
大
の
支
持
者
で
あ
る
筆
頭
参
議
西
郷
隆
盛
と
、
西
郷
を
担
ぎ
出
し
た
、
同
じ
薩
摩
出
身
の
東
京
府
参
事
三
島
通
雲
の
動
き
に
よ
っ
て
廃

　
　
　
　
　
　
　
⑧

止
さ
れ
ず
に
残
っ
た
。
し
か
も
、
教
部
大
輔
宍
戸
磯
、
同
少
輔
黒
田
清
綱
が
文
部
大
・
少
輔
を
そ
れ
ぞ
れ
兼
任
し
、
文
部
行
政
に
干
渉
し
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

状
況
と
な
る
。
極
端
に
言
え
ば
、
む
し
ろ
教
部
省
の
勢
力
上
昇
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
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教部省教化政策の転回と挫折（谷川）

　
2
　
三
島
通
庸
の
教
化
政
策

　
文
部
省
に
よ
る
併
呑
を
免
れ
た
教
部
省
は
、
教
化
活
動
に
関
し
て
さ
か
ん
に
具
体
的
な
政
策
を
う
ち
だ
す
。
そ
の
牽
引
役
は
、
五
年
一
一
月

二
五
日
に
教
部
大
降
に
就
任
し
た
三
島
通
庸
で
あ
っ
た
。
三
島
は
薩
摩
藩
内
の
廃
寺
廃
仏
政
策
を
里
…
田
清
綱
ら
と
と
も
に
推
進
し
、
維
新
後
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

神
葬
祭
の
実
行
も
主
張
す
る
、
熱
心
な
敬
神
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
島
の
教
部
入
省
は
、
教
化
政
策
に
ど
う
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
三
島
は
東
京
府
参
事
時
代
か
ら
、
教
化
活
動
に
力
を
注
い
で
い
た
。
東
京
府
で
は
、
五
年
五
月
～
○
日
に
全
国
に
先
駆
け
て
神
田
明
神
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

三
か
所
で
説
教
が
実
施
さ
れ
、
以
後
各
寺
社
で
次
々
と
開
催
さ
れ
て
い
く
。
『
三
島
下
薬
関
係
文
書
』
に
は
、
当
時
東
京
府
内
五
か
所
で
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
た
説
教
の
様
子
を
記
し
た
、
貴
重
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
説
教
者
名
、
内
容
、
聴
衆
の
人
数
や
、
説
教
者
の
服
装
、
聴
衆
の
反

応
ま
で
が
記
述
さ
れ
て
い
る
門
表
】
。
こ
の
記
録
か
ら
と
く
に
読
み
と
れ
る
の
は
、
説
教
の
わ
か
り
や
す
さ
と
、
聴
衆
に
与
え
る
影
響
力
へ
注
目

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
神
田
明
神
と
神
明
宮
と
を
く
ら
べ
て
み
よ
う
。
解
説
す
る
内
容
は
と
も
に
三
条
教
則
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

前
者
の
説
教
者
は
「
賎
三
二
解
シ
安
ク
、
又
婦
女
子
二
分
リ
ヤ
ス
ク
、
目
前
日
用
之
事
書
讐
へ
、
折
ニ
ハ
笑
ヲ
含
ミ
退
屈
セ
サ
ル
ヤ
ウ
」
な
話

術
で
説
教
す
る
。
そ
の
た
め
「
自
然
感
情
ス
ル
ノ
形
チ
ニ
相
見
」
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
で
は
、
「
大
二
卑
属
」
な
説
教
の
せ
い
で
、
た

だ
で
さ
え
三
、
四
〇
人
ほ
ど
し
か
聴
衆
が
い
な
い
。
し
か
も
「
半
ニ
シ
テ
帰
ル
者
」
や
、
わ
ざ
わ
ざ
金
刀
比
羅
社
に
移
動
す
る
者
も
い
て
、

「
神
明
社
ノ
説
教
ハ
分
リ
難
シ
」
と
の
声
さ
え
あ
が
っ
て
い
た
。
教
導
職
個
々
の
話
術
の
力
量
差
に
注
目
す
る
視
線
が
、
こ
の
記
録
に
は
顕
著

で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
こ
の
記
録
の
前
書
き
に
述
べ
ら
れ
た
教
部
省
批
判
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
教
部
省
は
「
各
々
ノ
学
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ヲ
紛
議
ス
ル
カ
如
キ
」
状
態
で
、
教
化
を
担
う
神
仏
両
勢
力
や
国
学
者
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
勝
手
な
ふ
る
ま
い
を
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
教
化
方
針

の
不
統
一
は
、
三
条
教
則
を
も
っ
て
「
厳
乎
確
定
回
報
ラ
ス
ン
ハ
能
ハ
ス
」
、
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
記
録
に
注
目
す
れ
ば
、
東
京
府
参

事
時
代
の
三
島
は
、
教
導
職
の
態
度
や
話
術
の
改
善
、
三
条
教
則
に
即
し
た
教
化
内
容
の
統
一
と
い
っ
た
課
題
を
見
い
だ
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

　
こ
う
し
た
三
島
の
知
見
は
、
教
部
入
省
後
、
諸
政
策
に
如
実
に
反
映
さ
れ
て
ゆ
く
。
第
一
に
、
説
教
技
術
が
巧
み
で
、
聴
衆
動
員
力
の
あ
る

47 （983）



【
表
】
明
治
五
年
五
月
東
京
府
下
に
お
け
る
説
教
会
場
の
状
況

会
場
／
項
盟

説
教
者
名

服
装

内
容

聴
聞
者
数

わ
か
り
や
す
さ

総
合
的
な
評
価
・
そ
の
他

神
田
明
神
社

野
澤
、
渡
辺
松
田
、
熊
代
大
竹

官
服

武
将
・
忠
義
の
臣
ら
の
伝
記
を
引
い
て
「
賎
難
題
解
シ
安
ク
、
又
婦
女
子
二
分
リ
ヤ
ス
」
い
。
「
厨
前
日
用
之
事
二
讐
へ
、
折
ニ
ハ
笑
ヲ
含
ミ
、
退
屈
セ
ザ
ル
ヤ
ウ
心
ヲ
用
ヒ
テ
懇
諭
」
し
て
い
る

金
刀
比
羅
社
高
橋
、
堀
、
竹
中

官
服

ほ
ぼ
同
右

四
〇
〇
～
五
〇
〇
人

記
述
な
し

天
徳
寺

西
岸
院
住
職

仏
前
で
読
経
、
念
仏
唱
え
る
／
三
条
教
則
読
み
あ
げ
／
敬
神
愛
国
そ
の
他
を
説
教
／
門
三
世
ヲ
解
ク
ノ
方
便
ヲ
止
メ
、
専
ラ
入
倫
日
用
ノ
事
ヲ
説
教
偏

約
二
〇
〇
～
ヨ
○
○
人

説
教
者
が
「
常
二
愚
婦
ヲ
シ
テ
克
ク
導
ク
ノ
僧
侶
ナ
レ
ハ
、
目
前
ノ
利
害
ヲ
以
テ
諭
ス
」
の
は
お
手
の
も
の
の
様
子

同
右

神
明
祉

常
枇
、
岡
本
ほ
か

麻
上
下
（
後
官
服
）

三
条
教
則
読
み
あ
げ
／
敬
神
愛
国
そ
の
他
の
条
を
説
教
／
「
敬
神
ノ
本
源
ヲ
陳
述
ス
ル
ヲ
主
ト
シ
、
顔
モ
無
ク
形
チ
モ
無
キ
天
地
混
沌
タ
ル
が
如
キ
、
其
始
ヲ
講
ス
」
／
天
理
人
道
を
説
く
際
に
も
、
轡
え
話
は
す
る
が
「
画
意
軽
率
」

三
〇
～
四
〇
人

増
上
寺

京
都
黒
谷
辺
り
の
僧

衣
、
仏
具

経
文
、
念
仏
を
長
時
間
唱
え
る
／
三
条
教
則
読
み
あ
げ
、
注
解

二
〇
〇
～
三
〇
〇
人
（
七
割
が
女
性
）

記
述
な
し
（
聴
衆
の
大
半
が
「
専
ラ
念
仏
ヲ
唱
ユ
ル
扁
と
い
う
事
態
）

「
慶
ク
教
化
ヲ
施
ノ
カ
ナ
シ
」

4g　（984）

繋
二
島
通
庸
閲
凶
係
文
書
島
五
⊥
ハ
四
－
一
一
よ
り
作
成

人
材
を
教
導
職
に
推
挙
す
る
方
策
で
あ
る
。
六
年
二
月
一
〇
日
、
教
部
省
は
「
神
官
僧
侶
二
不
限
三
条
之
綱
領
二
五
キ
布
教
筋
有
志
之
者
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

候
ハ
・
一
般
二
教
導
職
二
可
補
候
」
と
布
達
し
（
同
省
票
田
～
○
号
）
、
九
代
目
市
川
団
十
郎
、
三
遊
亭
円
朝
ら
が
任
命
さ
れ
る
。
ま
た
同
年
一

月
八
日
に
は
、
教
部
省
は
陰
陽
師
や
易
者
、
軍
談
師
、
落
語
家
ら
の
管
轄
に
く
わ
え
、
戸
長
を
教
導
職
に
任
命
す
る
こ
と
を
正
院
に
申
し
出
て
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⑮い

る
。
こ
れ
は
実
現
は
し
な
か
っ
た
が
、
三
島
入
省
後
の
教
部
省
は
、
民
衆
へ
の
影
響
力
拡
大
を
志
向
し
、
宗
教
者
・
非
宗
教
者
を
問
わ
ず
教

導
職
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
二
に
、
三
条
教
則
に
沿
っ
た
説
教
内
容
の
統
一
で
あ
る
。
教
部
省
考
証
課
は
六
年
二
月
一
九
日
、
「
先
般
三
条
演
義
ヲ
撰
定
」
し
た
が
理

解
し
て
い
な
い
者
も
多
く
、
こ
と
に
僧
侶
は
自
宗
派
の
教
義
し
か
知
ら
な
い
の
で
「
更
二
彼
演
義
ヲ
敷
演
シ
一
層
平
易
ノ
教
典
ヲ
作
り
、
神
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

僧
侶
等
説
諭
ノ
下
三
二
備
フ
ヘ
キ
教
書
ヲ
編
輯
」
し
た
い
、
と
の
意
見
を
示
し
た
。
「
三
条
演
義
」
と
は
、
薩
摩
藩
で
三
島
と
と
も
に
廃
仏
運

動
を
展
開
し
た
平
田
派
国
学
者
、
権
少
教
正
田
中
頼
庸
が
著
し
た
三
条
教
則
の
解
説
書
（
刊
行
は
六
年
四
月
）
を
指
す
。
考
証
課
は
そ
れ
を
敷
干

し
た
よ
り
平
易
な
教
典
・
解
説
書
の
必
要
を
省
上
層
に
心
急
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
の
な
か
か
ら
、
同
年
二
月
中
に
～
一
か
条
の
題

　
　
　
　
　
　
⑰

目
が
制
定
さ
れ
る
。
神
徳
皇
恩
・
人
魂
不
死
・
天
神
造
化
・
前
置
分
界
・
愛
国
・
神
祭
・
鎮
魂
・
霜
臣
・
父
子
・
夫
婦
・
大
祓
と
い
う
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
題
目
は
「
十
一
兼
題
」
と
よ
ば
れ
、
明
ら
か
に
神
道
を
核
と
し
て
い
る
。
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
三
条
教
則
の
解
釈
を
、
こ
れ
ら
神
道
的
題
目

を
示
す
こ
と
で
統
一
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
僧
侶
教
導
職
が
、
三
条
教
則
を
自
宗
派
に
都
合
の
い
い
よ
う
に
解
釈
し
て
説

教
す
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
教
部
省
に
と
っ
て
、
法
談
の
伝
統
を
も
つ
僧
侶
の
説
教
能
力
は
教
化
政
策
を
す
す
め
る
う
え
で

不
可
欠
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
説
教
に
よ
っ
て
神
道
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
示
し
た
三
条
教
則
が
冒
さ
れ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
教
化
内
容
は
民
衆
に
ど
う
伝
え
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
、
そ
の
手
段
も
模
索
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
三
島
の
動
き
か
ら
明
瞭
に
読
み
と
れ

⑲る
。
六
年
二
月
、
三
島
は
神
奈
川
県
参
事
に
対
し
、
当
代
屈
指
の
人
気
戯
作
者
で
あ
っ
た
仮
名
垣
魯
文
（
当
時
神
奈
川
県
職
員
兼
務
）
を
教
部
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

へ
約
一
週
間
出
仕
さ
せ
、
「
作
文
」
さ
せ
た
い
と
申
し
入
れ
た
。
も
と
も
と
魯
文
は
、
五
年
七
月
に
教
部
省
に
三
条
教
則
に
沿
っ
て
著
作
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

旨
の
宣
言
書
を
提
出
し
て
お
り
、
三
島
は
そ
こ
に
目
を
つ
け
、
魯
文
の
意
欲
と
知
名
度
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
魯
文
の
教
部
省
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

仕
は
実
現
し
、
そ
の
「
作
文
」
は
六
年
二
月
二
〇
日
脱
稿
、
噌
三
則
教
の
捷
径
瞼
と
題
し
て
同
年
七
月
に
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
執
筆
経
緯
か
ら

し
て
、
三
島
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
三
島
の
考
え
る
教
化
活
動
の
内
実
を
『
三
則
教
の
捷
径
』
に

探
っ
て
み
た
い
。
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ま
ず
自
序
文
で
は
、
対
象
と
す
る
読
者
を
「
活
業
の
繁
く
間
な
く
、
説
教
の
場
に
臨
む
を
得
ざ
る
徒
」
、
つ
ま
り
説
教
所
に
行
く
暇
の
な
い

者
と
設
定
し
、
「
我
も
入
も
能
く
口
馴
た
る
俗
言
」
で
語
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
本
文
に
お
い
て
も
、
神
道
の
教
義
上
重
要
な
造
化
三
神
は
雷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

及
さ
れ
ず
、
産
土
神
や
「
福
の
神
」
に
至
る
身
近
な
神
々
の
体
系
、
そ
の
頂
点
た
る
天
照
大
神
を
「
神
」
と
す
る
。
厳
密
な
教
義
よ
り
も
、
教

化
活
動
へ
親
近
感
を
も
た
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
る
。
夫
婦
、
朋
友
、
親
子
な
ど
の
「
人

道
」
（
こ
れ
ら
が
十
一
兼
題
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
場
屋
）
に
は
、
す
べ
て
神
々
の
つ
く
っ
た
「
掟
た
f
し
き
筋
」
1
1
「
天
理
」
が
通
っ
て
い
る
の
で
守

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
天
皇
1
1
皇
上
は
「
神
の
お
心
猛
た
ま
ひ
」
し
存
在
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
命
令
1
1
「
朝
旨
」
は
「
遵
守
」
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ

も
そ
も
我
が
国
は
、
神
々
の
つ
く
っ
た
国
だ
か
ら
愛
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
（
「
愛
国
」
）
。
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
「
神
の
造
り
し
国
民
」
は
神
を
敬
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
よ
う
な
敬
神
理
念
の
鼓
吹
、
天
皇
崇
拝
の
奨
励
は
、
次
の
一
節
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。

　
　
神
と
君
と
の
御
血
筋
は
　
億
万
年
の
今
ま
で
も
　
た
え
ず
変
ら
ず
天
と
地
と
　
日
月
と
共
に
日
の
本
の
　
国
を
照
し
て
御
先
祖
の
　
神
武
天
皇
様
よ
り
も

　
　
今
の
天
皇
様
ま
で
が
　
一
百
二
十
六
代
の
　
大
盤
石
の
御
代
々
　
神
に
代
り
て
万
民
を
　
教
へ
育
て
る
天
職
の
　
お
主
と
い
ふ
は
唯
一
人
　
扱
御
臣
下
の

　
　
国
民
は
　
伊
弊
諾
伊
弊
再
御
夫
婦
の
　
神
の
孫
彦
玄
孫
な
り

　
こ
う
し
た
「
神
」
・
天
皇
・
「
国
華
」
の
関
係
を
、
三
条
教
則
に
そ
っ
て
巧
み
な
謡
術
で
わ
か
り
や
す
く
説
教
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
三
島
の
考

え
る
統
一
さ
れ
た
教
化
内
容
の
中
身
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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3
　
学
校
教
育
へ
の
組
み
込
み
一
「
神
官
僧
侶
学
校
」
規
定
－

　
以
上
の
よ
う
に
、
明
治
五
年
宋
か
ら
六
年
初
め
に
か
け
て
、
教
部
省
は
三
島
を
中
心
に
次
々
と
教
化
体
制
の
整
備
・
振
興
策
を
打
ち
出
し
て

い
っ
た
。
そ
の
一
つ
の
契
機
は
前
述
の
と
お
り
、
学
校
と
の
対
比
に
よ
る
教
部
省
批
判
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
学
校
教
育
と
の
か
か
わ
り
方
も

重
要
な
政
策
課
題
と
な
る
。
教
部
省
は
、
学
校
に
神
道
教
化
を
直
接
組
み
込
む
こ
と
で
、
「
非
開
化
」
・
不
要
と
い
う
批
判
を
克
服
す
る
方
針
を

と
っ
た
。
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そ
の
理
由
は
、
三
島
に
即
し
て
雷
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
第
一
点
は
、
文
部
省
の
学
校
教
育
へ
の
不
快
感
で
あ
る
。
三
島
の

学
校
教
育
行
政
に
対
す
る
見
解
は
、
「
学
制
と
云
ふ
者
が
あ
る
が
そ
れ
が
悪
」
く
「
太
政
官
の
考
は
一
概
に
西
洋
を
採
る
の
で
取
捨
が
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
黒
田
清
綱
と
「
学
制
」
撤
回
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
た
。
教
部
省
上
層
部
は
、
文
部
省
の
学
校
教
育
を
西

洋
学
の
知
識
教
授
｝
辺
倒
と
非
難
し
、
そ
れ
を
改
革
す
べ
き
と
い
う
認
識
を
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
、
三
島
肝
い
り
の
『
三
則

教
の
捷
径
瞼
序
文
下
の
挿
し
里
門
図
】
も
、
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
説
教
会
場
を
描
い
た
こ
の
絵
で
重
要
な
の
は
、
聴
衆
に
子
ど
も
が
含
ま

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
神
道
教
化
を
子
ど
も
に
も
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
つ

の
絵
だ
け
で
多
く
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
前
述
の
教
導
職
を
宗
教
者
に
限
定
し
な
い
方
針
や
、
一
般
的
に
神
官
・
僧
侶
が
寺
子

屋
師
匠
を
務
め
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
も
含
ん
で
三
島
の
考
え
を
お
し
は
か
る
と
、
〈
教
え
る
者
＞
1
1
学
校
教
員
と
教
導
職
、
〈
教

え
ら
れ
る
者
＞
1
1
学
校
生
徒
と
説
教
聴
衆
、
と
い
う
二
点
に
お
い
て
、
学
校
と
説
教
所
は
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
境
界
線
は
あ
ま
り
意
識

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
開
化
」
的
施
設
た
る
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
「
非
開
化
」
と
そ
し
ら

れ
る
説
教
を
組
み
込
む
と
い
う
手
段
は
、
三
島
に
と
っ
て
は
自
然
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
手
段
は
六
年
三
月
、
ふ
た
つ
の
文
部
省
達
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
。
ま
ず
、
三
月
一
三
日
付
文
部
省
達
引
二
七
号
で
は
、
教
化
活
動
に

着
手
す
る
手
段
と
し
て
、
神
官
や
僧
侶
が
寺
社
に
「
学
制
」
に
準
拠
し
た
学
校
を
設
け
て
よ
い
、
と
規
定
す
る
。

　
　
教
化
ノ
儀
ハ
至
急
ノ
要
務
二
候
得
ハ
、
各
地
方
二
於
テ
夫
々
着
手
樹
相
腰
細
勿
論
二
塁
。
就
テ
ハ
神
宮
僧
侶
二
於
テ
モ
、
有
志
ノ
輩
ハ
其
社
寺
内
二
中
小

　
　
学
校
相
開
候
儀
不
苦
候
条
、
此
段
相
達
候
也
。

　
　
　
但
中
小
学
校
相
開
候
者
ハ
、
学
制
二
準
拠
可
有
之
事
。

　
そ
の
寺
社
内
学
校
は
、
三
月
｝
八
日
の
文
部
省
達
第
三
〇
号
に
よ
っ
て
概
則
が
規
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
学
制
」
に
、
「
神
官
僧
侶
学
校
ノ

事
」
と
い
う
条
項
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
（
第
一
五
四
－
八
章
）
。
そ
の
第
～
五
四
章
で
は
、

　
　
神
窟
僧
侶
大
王
小
学
科
免
状
ヲ
得
。
其
神
社
寺
院
二
於
テ
学
校
ヲ
開
キ
、
一
般
ノ
生
徒
ヲ
教
育
ス
ル
事
ア
ル
ト
キ
ハ
、
都
テ
学
制
二
準
シ
教
則
二
従
ヒ
学
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【図】　説教会場の様子一一理想か、現実か

（仮名垣魯文『三則教の捷径」挿絵、

17頁より）

「明治文化全集』第11巻、

そ
れ
文
部
大
・
少
輔
も
兼
ね
て
い
た
。
よ
っ
て
、
文
部
省
へ
の
影
響
力
は
小
さ
く
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

冒
頭
に
「
教
化
ノ
儀
ハ
至
急
ノ
要
務
」
と
言
い
添
え
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
し
か
し
よ
り
重
要
な
理
由
は
、
六
年
二
月
二
四
日
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
高
札
撤
廃
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
部
省
の
み
な

ら
ず
一
般
社
会
に
お
い
て
も
、
い
よ
い
よ
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
危
機
感
が
つ
の
っ
て
ゆ
く
が
、
教
部
省
は
そ
の
対
策
と
し
て
、
神
仏
合
同
の

教
化
活
動
を
学
校
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
で
対
抗
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
高
札
撤
廃
に
先
立
つ
五
年
一
一
月
二
六

　
　
科
ノ
順
序
ヲ
踏
シ
ム
ル
ハ
言
ヲ
難
論
。
而
シ
テ
其
ノ
教
旨
ハ
便
宜
ヲ
以
テ
講
説
ス
ト

　
　
イ
ヘ
ト
モ
、
之
力
為
学
科
時
間
ヲ
減
ス
ル
コ
ト
一
周
四
日
聞
二
時
ノ
外
ア
ル
ヘ
カ
ラ

　
　
ス
〔
以
下
略
〕

と
、
神
官
・
僧
侶
が
教
員
免
状
を
取
得
し
て
学
校
教
員
に
な
る
場
合
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
内
に
週
二
時
間
の
「
教
旨
」
、
す
な
わ
ち
三
条
教
則
に
の
っ
と
っ
た
説
教

を
盛
り
込
む
こ
と
を
許
可
し
た
。
ま
た
、
同
章
の
但
し
書
き
で
は
「
教
旨
ヲ
講

説
ス
ル
為
メ
、
学
科
時
間
ノ
外
便
宜
ニ
ョ
リ
テ
更
二
幾
時
ヲ
増
ス
ハ
妨
ケ
ナ
シ

ト
ス
」
と
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
第
一
五
七
章
で
は
、
「
他
ノ
学
校
難
燃
テ
モ
神

官
僧
侶
ヲ
請
求
シ
教
旨
ヲ
聴
聞
ス
ル
事
ア
ル
ヘ
シ
」
と
し
て
、
神
官
僧
侶
学
校

以
外
で
も
、
神
官
・
僧
侶
に
よ
る
「
教
旨
」
説
教
を
請
求
し
て
よ
い
、
と
し
た

　
　
　
⑯

の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
法
制
化
が
実
現
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
教
部
省
と
文
部
省
の
力

関
係
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
時
の
教
部
省
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
西
郷
隆

盛
が
バ
ッ
ク
に
お
り
、
教
部
大
・
少
輔
で
あ
っ
た
宍
戸
磯
と
黒
田
清
綱
は
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
力
関
係
は
、
達
第
二
七
号
の
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日
、
真
宗
本
願
寺
派
門
主
大
谷
光
尊
は
、
教
部
省
へ
つ
ぎ
の
よ
う
に
意
見
し
て
い
る
。

　
　
　
臣
聞
、
夫
ノ
外
教
ノ
熾
ナ
ル
、
固
リ
教
師
学
徳
充
実
二
曲
ル
ト
難
、
抑
ユ
ヘ
ア
リ
。
西
地
ノ
幼
童
纏
二
父
母
ノ
携
包
ヲ
免
レ
、
即
小
学
二
入
リ
、
文
字
語

　
　
　
学
ヨ
リ
普
通
諸
学
二
二
リ
、
白
書
講
授
率
子
教
師
ノ
手
二
成
ル
、
ト
。
是
故
二
、
坐
臥
行
住
董
染
親
条
、
其
耳
目
心
志
ヲ
シ
テ
不
知
不
識
彼
天
主
ナ
ル
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
ノ
ヲ
尊
信
シ
、
成
人
猶
其
信
心
ヲ
失
ハ
サ
ラ
シ
ム

　
光
尊
は
、
キ
リ
ス
ト
教
司
祭
が
初
等
教
育
に
も
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ
れ
に
続
け
て
、
神
官
・
僧
侶
の
師
範
学
校
入
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
も
教
部
省
に
提
案
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
対
策
と
し
て
学
校
教
育
も
重
視
す
べ
き
と
い
う
認
識
が
、
教
部
省
に
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推

測
で
き
る
し
、
文
部
省
と
し
て
も
、
反
対
し
に
く
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
か
く
し
て
教
部
省
は
、
三
島
入
省
後
、
三
条
教
則
に
の
っ
と
っ
た
神
道
教
化
活
動
を
推
進
す
る
な
か
で
、
そ
れ
を
学
校
教
育
に
組
み
込
む
と

い
う
政
策
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

教部省教化政策の転回と挫折（谷JII）

①
『
明
治
建
白
書
集
成
㎞
第
二
巻
、
二
七
頁
。

②
阪
本
前
掲
論
文
、
四
四
頁
。

③
閥
明
治
建
白
書
集
成
隔
第
二
巻
、
二
五
～
二
七
頁
。

④
糊
京
都
府
百
年
の
年
表
㎞
五
、
宗
教
篇
、
八
四
頁
。

⑤
五
年
五
月
、
高
知
県
の
宮
崎
簡
亮
が
集
議
院
に
提
出
し
た
建
白
書
で
も
「
今
正

　
二
断
然
教
部
ヲ
廃
シ
、
各
処
ノ
説
教
ヲ
禁
ジ
、
社
寺
ノ
事
務
ヲ
以
テ
文
部
ノ
一
課

　
局
ト
ナ
シ
、
其
社
寺
従
来
嵐
畜
ス
ル
処
ノ
財
ヲ
以
テ
之
ヲ
文
部
ノ
用
二
給
シ
、
辺

　
彊
僻
地
小
学
校
ノ
費
二
充
テ
し
る
べ
し
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
『
明
治
建
白
書
集

　
成
㎞
第
二
巻
、
四
六
頁
。

⑥
糊
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
一
巻
、
五
二
四
～
五
二
五
頁
。

⑦
常
世
長
胤
『
神
教
組
織
物
語
臨
中
之
巻
。
前
掲
隅
宗
教
と
国
家
㎞
三
八
六
頁
。

⑧
三
島
と
西
郷
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
都
城
〔
県
、
現
宮
崎
県
－
注
谷
川
〕
二

　
地
頭
ト
ナ
シ
、
後
々
東
京
府
知
事
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
シ
タ
ル
ハ
ー
田
下
西
郷
隆
盛
二

　
ア
ラ
ズ
ヤ
、
故
二
隆
盛
ヲ
頭
首
ト
セ
ハ
慰
〔
三
島
－
注
谷
川
〕
ハ
胴
体
タ
リ
扁

　
（
噸
三
島
通
庸
関
係
文
書
』
五
五
七
…
一
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）

　
と
評
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
関
係
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
。

⑨
明
治
六
年
～
月
二
〇
日
時
点
で
の
文
部
省
・
教
部
省
の
上
層
官
僚
は
以
下
の
通

　
り
。

　
　
　
文
部
卿
実
教
部
卿
　
　
：
大
木
喬
任

　
　
　
胴
勲
業
壷
く
輔
…
兼
十
人
卸
叩
十
八
輔
脚
・
・
生
ハ
一
口
’
撫
城

　
　
　
教
部
少
輔
兼
文
部
少
輔
：
黒
田
清
綱

　
　
　
文
部
大
丞
兼
教
部
大
丞
：
長
三
洲
、
野
村
素
介

　
　
　
文
部
大
丞
　
　
　
　
　
：
田
中
不
二
麿

　
　
　
教
部
大
量
　
　
　
　
　
：
三
島
通
庸

　
　
こ
の
う
ち
、
野
村
と
田
中
は
海
外
教
育
視
察
に
参
加
し
て
お
り
不
在
。
メ
ン

　
バ
ー
的
に
教
部
省
に
門
有
利
な
扁
状
況
で
あ
っ
た
。
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⑩
新
井
登
志
雄
「
三
島
通
庸
の
基
礎
的
研
究
1
県
令
転
出
以
前
－
扁
（
噸
日
本
歴

　
史
』
第
四
〇
｝
号
、
一
九
八
一
）
、
五
五
頁
。

⑪
　
前
掲
咽
神
教
組
織
物
昏
睡
中
之
巻
。
前
掲
『
宗
教
と
国
家
』
三
八
四
頁
。

⑫
『
三
島
通
解
関
係
文
書
』
五
六
四
一
二
。

⑬
当
時
教
部
省
内
に
お
い
て
は
、
神
道
主
導
の
方
針
で
は
一
致
し
な
が
ら
も
、
神

　
道
の
宗
教
性
を
重
視
す
る
津
和
野
派
国
学
者
、
教
部
大
輔
福
羽
美
静
と
、
あ
い
ま

　
い
な
教
義
に
よ
る
儒
・
仏
の
包
括
を
志
向
し
た
伊
地
知
正
治
・
高
崎
五
六
（
と
も

　
に
左
通
、
教
部
省
御
用
掛
）
が
対
立
し
て
い
た
（
高
木
前
掲
論
文
、
五
　
～
五
六

　
頁
）
。
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
の
言
及
と
い
え
よ
う
。
な
お
五
月
二
四
日
に

　
は
、
福
羽
の
免
官
と
伊
地
知
ら
の
左
院
召
還
が
行
わ
れ
る
。

⑭
佐
波
百
；
植
村
正
久
と
そ
の
時
代
』
第
二
巻
、
教
文
館
、
一
九
六
六
（
復
刻
。

　
初
出
は
一
九
三
八
）
、
一
一
頁
。

⑮
『
公
文
録
』
明
治
六
年
教
部
省
伺
　
月
、
「
陰
陽
師
易
者
等
管
轄
ノ
儀
伺
扁
。

⑯
『
社
等
取
調
類
纂
』
一
五
二
、
「
「
三
条
演
義
」
ヲ
敷
演
シ
テ
平
易
ナ
ル
教
典
作

　
ル
儀
」
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

⑰
『
教
林
雑
誌
』
第
二
輯
、
大
阪
・
敬
愛
舎
、
東
京
大
学
法
学
部
明
治
新
聞
雑
誌

　
文
庫
所
蔵
。

⑱
三
条
教
則
や
十
　
兼
題
、
後
述
の
十
七
兼
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
題
目
に
即
し

　
た
説
教
テ
キ
ス
ト
が
広
く
出
回
り
、
そ
れ
を
用
い
た
説
教
が
行
わ
れ
た
。
説
教
テ

　
キ
ス
ト
の
書
目
に
つ
い
て
は
、
辻
善
之
助
『
明
治
仏
教
史
の
問
題
㎞
立
文
書
院
、

　
～
九
四
九
、
大
林
前
掲
「
教
導
職
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
公
民
教
育
に
つ
い
て
」
な

　
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

⑲
ま
た
、
教
化
活
動
の
場
の
組
織
に
関
し
て
も
、
三
島
が
大
い
に
関
与
し
て
い
る
。

　
六
年
一
月
、
大
教
院
は
旧
紀
州
藩
邸
に
正
式
開
院
し
た
。
大
教
院
は
も
と
も
と
、

　
仏
教
各
宗
合
同
の
教
義
研
究
機
関
と
し
て
五
年
段
階
か
ら
金
地
院
に
お
い
て
仮
開

　
院
し
、
そ
れ
を
紀
州
藩
邸
跡
に
移
し
た
の
で
あ
っ
た
（
な
お
こ
の
過
程
に
関
し
て

　
論
じ
た
最
近
の
成
果
と
し
て
、
久
木
幸
男
「
教
部
省
傘
下
大
衆
院
の
変
質
過
程
扁

　
（
斎
藤
昭
俊
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
一
二
教
教
育
・
人
間
の
研
究
』
こ

　
び
あ
ん
書
房
、
二
〇
〇
〇
）
が
あ
る
）
。
三
島
は
そ
れ
を
さ
ら
に
、
増
上
寺
へ
移

　
転
ず
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
増
上
寺
の
あ
る
泉
区
の
住
民
の
反
対
を
押
し
切
っ

　
て
同
二
月
、
実
行
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
（
柴
山
軟
綱
宛
井
上
愚
案
書
翰
、
明

　
治
二
八
年
＝
一
月
二
四
日
付
。
『
三
島
通
庸
関
係
文
書
』
七
二
一
一
）
。
つ
い
で
六

　
月
に
は
、
旧
八
神
殿
を
増
上
寺
本
堂
の
後
方
に
配
置
す
る
。
　
宗
の
本
馬
（
浄
土

　
宗
）
内
の
仏
殿
を
、
神
殿
に
改
造
し
た
の
で
あ
る
。
【
表
】
で
み
た
よ
う
に
、
増

　
上
寺
へ
の
聴
聞
者
は
も
っ
ぱ
ら
念
仏
を
唱
え
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
た
。
三
島

　
は
そ
こ
へ
大
教
院
を
お
き
神
殿
を
設
け
る
こ
と
で
、
教
化
活
動
に
お
け
る
神
道
優

　
位
を
可
視
的
に
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

㊧
　
　
『
社
寺
取
調
類
纂
㎞
一
七
四
、
「
仮
名
垣
魯
文
作
云
々
」
。

⑳
御
田
泉
「
明
治
新
政
府
文
芸
政
策
の
一
端
」
（
糊
明
治
文
学
全
集
』
第
一
巻
、
明

　
治
開
化
期
文
学
仙
果
（
一
）
、
納
肌
摩
書
一
房
、
　
～
九
⊥
ハ
六
）
、
四
一
〇
頁
。

⑫
　
吉
野
作
造
編
門
明
治
文
化
全
集
輪
第
一
一
巻
、
日
本
評
論
社
、
一
九
二
七
、
一

　
五
～
二
七
頁
。

⑬
　
大
林
正
昭
は
、
説
教
の
諸
テ
キ
ス
ト
を
分
析
し
、
「
敬
神
の
対
象
と
な
る
神
々

　
の
中
に
産
土
神
・
氏
神
等
が
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
平
田
派
国
学
論
の
影
響
で
あ
る

　
こ
と
は
疑
い
え
な
い
が
、
敬
神
の
現
世
利
益
を
訴
え
る
必
．
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
も

　
あ
ろ
う
扁
と
し
な
が
ら
、
た
だ
の
祈
願
で
は
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
ず
、
道
徳
的
行

　
為
実
践
に
対
し
て
の
見
返
り
を
説
く
傾
向
が
強
い
、
と
論
じ
て
い
る
（
大
林
「
教

　
導
職
の
説
教
に
お
け
る
「
敬
神
」
の
構
造
」
（
四
広
島
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
一

　
集
第
二
八
号
、
一
九
七
九
）
）
。
凹
三
則
教
の
捷
径
㎞
に
お
け
る
「
神
」
お
よ
び

　
「
敬
神
」
の
捉
え
方
も
同
様
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
同
書
が
決
し
て
特
異
な
も
の

　
で
は
な
か
っ
た
と
位
置
づ
け
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
羽
賀
祥
二
も
、
平
田
派
国
学

　
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
（
羽
賀
前
掲
轡
、
二
九
五
頁
）
。
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教部省教化政策の転回と挫折（谷川）

⑳
　
　
『
三
島
通
庸
関
係
文
書
』
五
五
七
1
一
三
。

⑳
　
ま
た
周
知
の
通
り
、
「
学
制
」
発
足
当
時
、
小
学
校
に
通
う
生
徒
は
、
決
し
て

　
「
学
制
」
が
定
め
た
六
～
一
三
歳
と
い
う
学
齢
期
の
子
ど
も
ば
か
り
で
な
く
、
か

　
な
り
年
齢
に
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。
明
治
一
〇
年
の
大
分
県
で
は
、
小
学
生
徒
の

　
最
年
少
は
三
歳
六
ヶ
月
、
最
年
長
は
一
九
歳
二
ヶ
月
で
あ
っ
た
（
隅
文
部
省
第
六

　
年
報
』
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
『
近
代
日
本
教
育
百
年
史
』
第
三
巻
、

　
五
四
三
一
五
五
二
頁
、
な
ど
参
照
。

駒
　
「
学
制
」
に
お
い
て
は
、
「
修
身
口
授
」
と
い
う
科
目
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
具

　
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
五
年
九
月
八
日
に
文
部
雀
が
「
小
学
教
則
」
を
覇

　
定
し
た
。
し
か
し
各
府
県
で
は
そ
れ
に
あ
ま
り
準
拠
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
六
年

　
五
月
に
東
京
師
範
学
校
が
制
定
し
た
「
小
学
教
則
」
の
ほ
う
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
門
修
身
口
授
扁
は
科
目
か
ら
消
え
、
「
問
答
」
科
に
含
ま
れ
る
形

　
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
各
学
校
の
実
態
レ
ベ
ル
で
は
、
修
身
で
教
え
ら
れ
る
内
容

　
は
決
し
て
一
様
で
は
な
く
、
何
を
教
え
て
よ
い
か
が
ま
だ
は
っ
き
り
自
覚
さ
れ
て

　
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
著
述
家
の
内
田
魯
庵
（
明
治
七
年
に
東
京
の
松
葉
学

　
校
（
の
ち
育
英
学
校
と
改
称
）
に
入
学
、
一
四
年
ま
で
在
籍
）
は
、
当
時
の
修
身

　
の
授
業
に
お
い
て
は
「
拠
る
べ
き
道
徳
に
規
範
が
無
か
っ
た
の
で
有
触
れ
た
修
身

　
道
話
が
繰
返
さ
れ
」
、
「
二
十
四
孝
式
の
親
孝
行
咄
で
も
咄
す
も
の
も
張
合
が
無
く

　
聴
く
方
は
本
よ
り
側
屈
」
で
あ
り
、
内
田
の
受
け
た
授
業
で
は
、
講
釈
好
き
の
教

　
員
が
「
太
閤
記
や
義
士
伝
の
講
釈
を
し
て
聴
か
し
た
南
龍
張
の
ノ
ン
く
ズ
イ

1

　
く
の
修
羅
場
読
」
を
し
、
「
終
に
は
鼠
小
僧
や
国
定
忠
治
の
咄
を
す
る
や
う
に

　
な
っ
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
（
「
明
治
十
年
前
後
の
小
学
校
」
魍
内
田
魯
庵
全
集
』

　
第
三
巻
、
ゆ
ま
に
害
房
、
一
九
八
三
、
一
〇
七
～
～
○
八
頁
）
。
よ
っ
て
、
こ
の

　
時
点
で
は
、
教
化
活
動
が
修
身
科
目
と
い
う
「
空
白
」
に
入
り
込
む
余
地
が
あ
っ

　
た
と
も
い
え
よ
う
。

⑳
　
高
札
撤
廃
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
裕
子
「
明
治
政
府
の
キ
リ
ス
ト
教
政
策
一
1
高

　
札
撤
廃
に
至
る
迄
の
政
治
過
程
－
扁
（
『
史
学
雑
誌
』
八
六
一
一
　
、
一
九
七
七
）
、

　
山
崎
帖
子
門
岩
倉
使
節
団
と
信
教
自
由
の
問
題
」
（
『
日
本
歴
史
』
第
三
九
一
号
、

　
一
九
八
○
）
、
家
勢
良
樹
『
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
流
玉
事
件
㎞
吉
川
弘
文
館
、
一
九

　
九
八
、
な
ど
を
参
照
。

⑳
　
　
『
社
寺
取
調
類
纂
㎞
　
一
五
五
、
「
嗣
僧
ノ
徒
ヲ
択
ヒ
師
範
学
校
皆
具
ル
・
之
件
」
。

⑳
ま
た
、
こ
れ
に
関
し
て
、
東
京
府
の
文
筆
教
師
小
島
下
之
が
、
明
治
六
年
二
月

　
に
集
議
院
へ
提
出
し
た
建
白
書
も
あ
げ
て
お
き
た
い
。
小
島
曰
く
、
小
学
校
教
員

　
に
は
「
必
篤
実
懇
切
ニ
シ
テ
品
行
好
者
」
が
選
ば
れ
る
の
だ
か
ら
、
彼
ら
に
教
導

　
職
を
兼
務
さ
せ
、
「
御
布
告
ヲ
活
量
学
校
近
傍
ノ
老
若
男
女
、
意
二
随
拝
聴
二
出

　
頭
セ
シ
メ
、
信
実
懇
切
ヲ
尽
テ
敬
神
尊
王
皇
道
　
二
意
向
ス
ヘ
キ
ヤ
ウ
説
教
扁
さ

　
せ
れ
ば
よ
い
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
建
白
は
前
述
の
岩
田
ら
の
建
白
書
と
と
も
に
、

　
集
議
院
に
お
い
て
実
際
に
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
当
然
教
部
省
で
も
討
議

　
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
『
明
治
建
自
書
集
成
臨
第
二
巻
、
四
　
八
～
四
二
〇

　
翼
。

第
二
章
　
　
「
神
官
僧
侶
学
校
」
廃
止
と
教
化
政
策
の
変
容

田
中
不
二
麿
・
木
戸
孝
允
と
「
教
育
と
宗
教
の
分
離
」
受
容

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
学
校
教
育
へ
の
神
道
教
化
組
み
込
み
政
策
は
、
わ
ず
か
半
年
で
頓
挫
す
る
。
六
年
九
月
一
五
日
、
文
部
省
達
第
一
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ニ
ニ
号
に
よ
っ
て
、
神
官
僧
侶
学
校
に
関
す
る
条
項
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
「
教
育
と
宗

教
の
分
離
」
と
い
う
理
念
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
導
入
と
運
用
に
つ
い
て
、
文
部
大
筆
田
中
不
二
麿
と
木
戸
孝
允
（
七
年
一

月
か
ら
文
部
卿
）
の
動
き
を
中
心
に
考
察
す
る
。

　
田
中
は
維
新
直
後
か
ら
学
校
行
政
に
携
わ
っ
て
お
り
、
明
治
四
年
＝
月
、
教
育
制
度
調
査
の
た
め
岩
倉
使
節
団
に
随
行
し
た
中
心
的
人
物

で
あ
っ
た
。
田
中
は
、
そ
の
教
育
視
察
の
な
か
で
、
キ
リ
ス
ト
教
が
学
校
教
育
に
も
た
ら
す
弊
害
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
ず
ア
メ
リ
カ
に
つ
い

て
、
五
年
二
月
＝
一
日
付
大
木
宛
書
簡
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
　
　
就
中
理
化
古
学
よ
り
は
法
教
之
学
轟
轟
に
し
て
、
学
士
も
大
抵
其
々
熊
曾
に
候
得
ば
、
留
学
生
其
余
波
を
汲
み
弊
害
も
或
は
不
少
相
考
申
候
。
此
後
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
い

　
　
差
遣
之
節
は
万
々
御
注
意
有
之
置
処
に
候
。
前
仲
之
姿
に
候
得
ば
日
本
内
地
教
育
之
法
語
は
当
所
に
て
は
十
分
難
語
立
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
ア
メ
リ
カ
公
教
育
発
祥
の
地
で
あ
る
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
で
は
、
㏄
八
六
二
年
に
公
立
学
校
の
宗
教
的
中
立
が
法
制
化
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
田
中
の
眼
に
映
っ
た
の
は
、
留
学
生
へ
教
授
す
る
ア
メ
リ
カ
の
学
校
教
員
の
多
く
が
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
で
も
あ
る
が
ゆ
え
に
、
「
理
化

工
学
」
で
な
く
「
法
教
之
学
」
、
す
な
わ
ち
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
教
義
を
教
え
る
弊
害
を
生
ん
で
い
る
と
い
う
姿
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
「
ア
メ

リ
カ
式
の
教
育
」
を
日
本
に
導
入
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
と
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
が
学

校
教
育
を
監
督
す
る
こ
と
の
弊
害
を
看
取
す
る
。
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
配
分
す
る
学
校
補
助
金
の
不
公
平
に
対
し
て
、
そ
の
理
由
は

「
毒
刃
教
育
ノ
権
政
府
二
在
ラ
ス
シ
テ
僧
徒
ニ
ア
ル
秘
曲
」
で
あ
る
と
指
摘
し
、
「
教
科
モ
亦
教
法
ノ
事
ニ
ノ
ミ
偏
シ
、
実
用
急
務
ノ
事
ヲ
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ケ
」
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
認
識
を
共
有
し
て
い
た
の
が
、
岩
倉
使
節
団
副
使
・
木
戸
孝
允
で
あ
る
。
木
戸
は
、
海
外
渡
航
前
か
ら
学
校
教
育
の
振
興
を
く
り
返
し

主
張
し
て
お
り
、
渡
航
直
後
の
四
年
～
二
月
に
も
、
単
に
開
化
風
に
吹
か
れ
た
軽
薄
才
子
が
多
い
こ
と
を
嘆
き
、
「
真
に
我
国
を
し
て
一
般
の

開
化
を
進
め
、
一
般
の
人
智
を
明
発
し
、
以
て
国
の
権
力
持
し
独
立
不
鵬
た
ら
し
む
る
」
た
め
に
学
校
教
育
の
振
興
が
急
務
で
あ
る
と
述
べ
て

　
⑧

い
た
。
そ
の
木
戸
と
田
中
は
何
度
も
接
触
し
、
日
本
の
学
校
教
育
行
政
に
つ
い
て
語
り
あ
っ
た
。
木
戸
は
自
分
の
意
見
に
対
し
て
、
「
当
世
の
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人
応
ず
る
も
の
甚
少
し
」
と
嘆
く
な
か
で
、
「
此
度
同
行
中
に
田
中
不
二
麿
あ
り
。
余
の
同
志
な
り
〔
中
略
〕
不
日
学
校
の
興
隆
を
只
希
望
す

　
　
⑤

る
而
已
」
と
認
め
て
お
り
、
両
者
は
考
え
を
共
有
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
在
米
公
使
館
に
あ
っ
た
旗
弁
務
使
森
有
礼
へ
の
見
方
に
最
も
よ
く
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
田
中
は
森
の
「
日
本
早
教
育
は
此
国
〔
ア
メ
リ
カ
…
注
谷
川
〕
之
学
士
に
限
り
可
申
」
と
い
う
説
に
「
殆
と
困

　
　
⑥

却
」
し
、
木
戸
も
「
森
等
の
如
き
、
我
国
の
公
使
に
し
て
公
然
外
国
人
中
に
て
隠
り
に
我
国
の
風
俗
を
い
や
し
め
る
」
ア
メ
リ
カ
に
か
ぶ
れ
た

　
　
　
　
　
⑦

者
と
み
て
い
た
。
留
学
生
に
は
、
学
校
教
育
の
も
と
で
実
用
的
知
識
を
習
得
さ
せ
て
、
日
本
の
真
の
「
開
化
」
「
独
立
」
に
資
す
る
人
材
と
な

っ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
が
田
中
・
木
戸
の
考
え
で
あ
っ
た
。
そ
の
学
校
教
育
が
キ
リ
ス
ト
教
に
偏
っ
て
お
れ
ば
、
森
の
よ
う
に
ク
リ
ス
チ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ン
と
な
っ
て
、
「
文
明
之
弊
に
流
れ
、
徒
に
不
鵜
自
由
而
已
を
唱
へ
、
己
あ
る
を
知
て
国
家
あ
る
を
不
知
」
者
が
で
て
く
る
危
険
性
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
た
が
っ
て
、
日
本
の
学
校
教
育
振
興
の
た
め
に
は
、
ま
ず
「
教
育
方
法
ヲ
平
民
生
徒
二
託
」
さ
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
ら
を
教
員
か
ら
排

除
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
生
徒
に
も
っ
ぱ
ら
実
用
的
知
識
を
教
え
る
と
い
う
体
制
を
作
り
、
教
育
内
容
の
面
で
キ
リ
ス
ト
教

の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
。
田
中
と
木
戸
が
欧
米
で
認
識
す
る
に
至
っ
た
「
教
育
と
宗
教
の
分
離
」
と
は
、
第
一
義
的
に
は
学
校
教
育

か
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
排
除
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

教部省教化政策の転回と挫折（谷川）

　
2
　
「
分
離
」
運
用
と
教
化
政
策
1
1
「
神
官
僧
侶
学
校
」
規
定
の
廃
止
－

　
六
年
三
月
田
中
は
帰
国
し
、
四
月
一
九
日
に
大
木
が
文
部
卿
を
退
い
た
の
を
う
け
、
田
中
は
卿
不
在
の
文
部
省
行
政
の
ト
ッ
プ
に
た
つ
。
そ

の
直
後
の
四
月
二
八
日
に
は
「
学
制
二
編
追
加
」
第
　
八
九
章
と
し
て
、
外
国
教
師
を
専
門
諸
学
校
で
雇
う
場
合
、
そ
の
教
育
内
容
を
「
法
律

学
医
学
星
学
数
学
物
理
学
化
学
工
学
」
な
ど
に
限
定
し
、
「
神
教
修
身
等
ノ
学
科
ハ
今
之
ヲ
取
ラ
」
ぬ
よ
う
に
せ
よ
と
定
め
た
（
文
部
省
達
第
五

七
号
）
。
ま
ず
専
門
諸
学
校
の
教
育
内
容
で
ク
ギ
を
差
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
七
月
＝
二
日
、
田
中
は
太
政
大
臣
三
条
実
美
に
、
キ
リ
ス

ト
教
宣
教
師
の
学
校
へ
の
雇
い
入
れ
に
つ
い
て
意
見
を
上
陳
ず
る
。
そ
の
意
見
と
は
、
「
学
術
之
以
テ
人
才
ヲ
陶
冶
」
と
「
宗
教
ノ
以
テ
人
心

ヲ
勧
懲
」
と
は
別
次
元
で
あ
り
、
こ
と
に
教
育
は
専
門
的
に
従
事
す
る
必
要
が
あ
る
、
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
を
学
校
教
師
と
し
て
雇
い

57 （993）



入
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
「
分
離
」
方
針
が
具
体
化
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
意
見
書
に
は
つ
づ
け
て
「
今
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

内
国
教
導
職
モ
学
校
教
師
ト
ナ
ス
ヘ
カ
ラ
」
ず
、
と
主
張
さ
れ
た
。
も
は
や
「
分
離
」
の
視
線
は
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
だ
け
で
な
く
、
教
導
職

に
も
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
田
中
は
前
述
の
と
お
り
、
「
分
離
」
の
対
象
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
み
を
想
定
し
て
い
た
。
し
か
し
帰

国
し
て
み
る
と
、
教
部
省
が
「
神
官
僧
侶
学
校
」
規
定
に
よ
っ
て
、
神
道
教
化
を
学
校
教
育
に
組
み
込
も
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
が
田
中
に
は

キ
リ
ス
ト
教
同
様
、
学
校
生
徒
に
実
用
的
知
識
以
外
の
悪
弊
を
も
た
ら
す
「
宗
教
」
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
五
月
一
四
日
に
は
、
「
教
旨
ヲ
講
説
ス
ル
ハ
学
科
時
間
ノ
外
タ
ル
ヘ
シ
」
（
文
部
省
達
第
七
一
号
）
と
説
教
の
実
施
を
正
課
時
間
外
に
限

定
し
た
。
さ
ら
に
木
戸
が
七
月
二
三
日
に
帰
国
し
た
の
ち
、
「
分
離
」
運
用
は
加
速
す
る
。
先
の
田
中
三
千
は
全
面
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
八

月
二
八
日
文
部
省
達
第
一
～
五
号
に
よ
り
教
導
職
の
学
校
教
員
兼
務
禁
止
が
決
定
す
る
。
そ
し
て
、
九
月
一
五
日
に
は
「
神
官
僧
侶
学
校
」
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

定
の
全
面
削
除
へ
と
至
っ
た
（
青
嵐
二
七
号
も
同
時
に
消
滅
）
の
で
あ
る
。
「
分
離
」
は
人
的
排
除
の
み
な
ら
ず
、
全
面
的
な
教
化
活
動
締
め
出

し
へ
と
拡
大
運
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
文
部
省
に
よ
る
「
分
離
」
運
用
に
、
教
部
省
は
ど
う
反
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
目
立
っ
た
抵
抗
も

せ
ず
受
容
し
た
、
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
ま
ず
そ
の
背
景
と
し
て
、
文
部
・
教
部
両
省
の
力
関
係
の
逆
転
が
指
摘
で
き
る
。
七
月
の
木
戸
の
帰
国
は
、
省
務
分
離
を
促
し
た
。
す
な
わ

ち
、
文
部
大
・
少
輔
を
兼
務
し
て
い
た
教
部
大
・
少
輔
の
宍
戸
、
黒
田
が
、
九
月
二
七
日
付
で
兼
務
を
免
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
周
知

の
通
り
、
一
〇
月
に
は
征
韓
論
政
変
で
西
郷
隆
盛
が
下
野
す
る
。
教
部
省
は
最
大
の
後
ろ
盾
も
失
う
。
こ
の
状
勢
が
、
「
抵
抗
」
を
弱
め
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
し
か
し
よ
り
本
質
的
な
問
題
は
、
「
分
離
」
原
則
に
よ
っ
て
、
教
化
政
策
が
「
宗
教
」
と
認
定
さ
れ
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
神
道
教
化
が

「
非
開
化
」
で
あ
る
と
い
う
批
判
を
あ
ら
た
め
て
起
こ
し
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
教
化
内
容
の
神
道
偏
重
か
ら
の
変
更
を
促
進
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
六
年
後
半
こ
ろ
か
ら
、
現
場
の
教
化
活
動
は
、
地
方
行
政
の
内
容
を
昆
衆
に
十
分
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
「
開
化
」
的
知
識
の
解
説
へ
と
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教部省教化政策の転國と挫折（谷川）

重
心
を
移
し
て
ゆ
く
傾
向
を
み
せ
て
い
た
。
た
と
え
ば
宮
城
県
庁
は
六
年
八
月
三
〇
日
、
同
県
中
教
院
に
対
し
て
、
徴
兵
令
や
地
租
改
正
法
な

ど
六
つ
の
重
要
法
令
を
「
説
教
前
後
二
於
テ
従
来
御
布
告
布
達
書
類
人
民
二
了
解
シ
易
キ
ヤ
ウ
演
説
」
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
そ
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

か
に
は
、
「
学
校
規
則
」
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
現
場
で
の
要
請
に
対
応
し
て
、
六
年
一
〇
月
二
日
、
大
教
院
に
お
い
て
、
皇
国
国

体
・
道
不
可
変
・
虚
偽
随
時
・
皇
政
一
新
・
人
異
禽
獣
・
不
可
不
学
・
不
可
不
教
・
万
国
交
際
・
国
法
民
法
・
律
法
沿
革
・
租
税
賦
役
・
富
国

強
兵
・
産
物
製
物
・
文
明
開
化
・
政
体
各
種
・
役
心
役
形
・
権
利
義
務
と
い
う
一
七
の
題
目
、
「
十
七
兼
題
」
が
制
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
神
道

的
知
識
を
中
心
と
し
た
十
～
兼
題
と
ち
が
い
、
「
開
化
」
政
治
を
理
解
さ
せ
る
の
に
必
要
な
知
識
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
「
不
可
不
学
」
「
不
可

不
教
」
と
い
っ
た
題
目
の
講
究
は
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
通
し
て
、
「
学
」
1
1
学
校
教
育
、
「
教
」
1
1
教
化
と
い
う
「
分
離
」
の
枠
で
説
教
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

す
る
教
導
職
も
出
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
教
導
職
は
、
十
七
兼
題
制
定
に
よ
る
内
容
の
変
化
、
お
よ
び
小
学
校
へ
の
就
学
の
督
励
と
い
う
実
践

を
通
し
て
、
「
分
離
」
を
意
識
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
三
島
の
学
校
教
育
に
対
す
る
認
識
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
を
知
る
う
え
で
重
要
な
意
見

書
が
あ
る
。
こ
の
意
見
書
に
は
日
付
は
な
い
が
、
「
教
部
ヲ
文
部
ト
合
省
二
至
レ
リ
」
と
あ
る
の
で
明
治
五
年
末
以
降
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
神
祇
宮
の
復
活
を
唱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
化
政
策
へ
の
批
判
に
対
抗
し
て
同
趣
旨
の
建
白
書
が
多
く
出
さ
れ
た
七
年
五
月
前
後
と

　
　
　
　
⑯

推
定
さ
れ
る
。
内
容
は
、
神
道
国
教
化
論
が
基
調
に
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
広
ま
り
を
国
家
の
危
機
と
し
て
「
早
ク
教
化
ヲ
宣
布
シ
テ
民
心
ヲ

固
結
ス
ル
」
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
後
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
教
部
省
ノ
名
ヲ
改
メ
テ
、
神
祇
官
ノ
旧
名
二
復
ス
ベ
シ
〔
中
略
〕
神
祇
ノ
祀
典
、
及
教
育
一
切
ノ
事
務
ヲ
統
理
セ
シ
メ
、
其
宮
内
二
教
部
文
部
∠
　
寮
ヲ

　
　
置
テ
、
教
義
学
問
ヲ
分
掌
ス
ル
コ
ト
、
猶
今
ノ
ニ
省
ノ
体
裁
ノ
如
ク
処
務
ヲ
施
行
セ
シ
ム
ベ
シ
。
最
第
一
二
教
則
学
制
一
途
ノ
出
ル
ヲ
注
目
ト
シ
、
道
ヲ

　
　
教
ユ
ル
ニ
教
部
ノ
規
則
ヲ
用
ヒ
、
芸
ヲ
誰
ユ
ル
ニ
文
部
ノ
規
則
ヲ
用
ヒ
シ
メ
バ
、
善
ヲ
勧
メ
悪
ヲ
懲
シ
、
業
ヲ
受
ケ
惑
ヒ
ヲ
解
ク
ノ
方
法
曽
於
テ
、
共
二

　
　
両
全
ヲ
得
ヘ
キ
ナ
リ
。
蓋
シ
天
地
万
物
ノ
大
原
ハ
悉
ク
神
祇
ノ
掌
ル
所
思
非
ル
無
ケ
レ
ハ
、
神
燈
官
ヨ
リ
教
義
学
問
ノ
事
務
ヲ
総
判
ス
ル
ハ
、
固
ヨ
リ
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
理
ノ
理
ナ
ル
コ
ト
謂
無
ケ
レ
〔
以
下
略
〕
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神
祇
官
の
も
と
に
教
部
・
文
部
両
省
を
併
合
し
、
教
化
活
動
と
学
校
教
育
を
と
も
に
管
掌
す
る
と
い
う
構
想
が
目
を
引
く
。
三
島
は
前
者
を

「
道
」
、
後
者
を
「
芸
」
と
捉
え
、
そ
れ
ら
を
分
離
せ
ず
に
、
神
道
を
基
盤
に
徳
育
・
知
育
を
統
括
す
べ
き
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意

見
書
か
ら
、
三
島
が
依
然
と
し
て
、
神
道
教
化
を
学
校
教
育
の
ベ
ー
ス
に
据
え
る
意
志
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
し
か
し
、
三
島
の
認
識
は
状
況
と
同
齢
を
き
た
し
て
い
た
。
七
年
五
月
一
〇
日
、
教
部
省
は
神
道
・
仏
教
諸
宗
管
長
へ
、
「
幼
年
ノ
者
ハ
小

学
校
ニ
テ
勤
学
言
様
懇
諭
」
す
べ
き
な
の
に
「
教
課
ヲ
以
一
般
ノ
教
育
場
同
様
相
心
得
候
爵
」
も
あ
り
不
都
合
で
あ
る
か
ら
、
中
・
三
教
院
は

「
文
部
省
所
轄
学
校
ト
判
然
区
別
戴
立
、
心
得
違
無
毒
様
風
致
」
と
達
し
た
（
同
雀
達
乙
第
一
三
号
）
。
教
部
省
の
公
式
見
解
と
し
て
は
、
学
校

教
育
を
め
ぐ
っ
て
文
部
省
と
張
り
合
う
姿
勢
は
も
は
や
放
棄
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
同
じ
時
期
に
神
祇
官
再
興
論
を
と
な
え
た
教
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

省
官
員
ら
の
建
白
書
に
は
、
学
校
教
育
管
轄
に
か
か
わ
る
言
及
は
、
管
見
の
限
り
見
あ
た
ら
な
い
。

　
か
く
し
て
教
部
省
は
、
「
分
離
」
理
念
が
も
ち
こ
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
神
道
教
化
を
学
校
教
育
へ
組
み
込
む
の
に
失
敗
し
た
。
田
中
・
木

戸
は
当
初
、
キ
リ
ス
ト
教
対
策
と
い
う
直
接
的
な
文
脈
で
こ
の
理
念
を
受
容
し
た
が
、
国
内
に
も
ち
こ
ま
れ
る
と
、
教
化
活
動
と
い
う
「
宗

教
」
へ
拡
大
運
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
か
ら
教
化
活
動
は
変
容
し
、
結
果
的
に
学
校
教
育
と
の
「
分
離
」
を
受
容
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

①
噸
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
第
六
巻
、
九
九
頁
。

②
も
っ
と
も
ニ
ュ
…
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
諸
州
に
お
い
て
こ
う
し
た
規
定
を
設
け
て
い

　
た
の
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
み
で
あ
り
、
全
米
的
な
状
況
と
し
て
は
、
学
校

　
委
員
会
の
委
員
に
も
多
く
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
牧
師
が
就
い
て
い
た
（
中
野
和
光

　
『
米
国
初
等
中
等
教
育
成
立
過
程
の
研
究
撫
風
間
書
房
、
一
九
八
九
、
参
照
）
。

③
『
理
事
功
程
』
巻
三
、
コ
丁
裏
。
な
お
、
こ
の
縛
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教

　
育
政
策
決
定
過
程
に
つ
い
て
は
大
田
直
子
『
イ
ギ
リ
ス
教
育
行
政
制
度
成
立
史
㎞

　
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
、
参
照
。

④
魍
木
戸
孝
允
日
記
』
第
二
巻
、
明
治
四
年
一
二
月
｝
五
日
条
、
～
二
六
頁
。

⑤
同
前
、
＝
モ
頁
。

⑥
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
隔
第
六
巻
、
九
九
頁
。

⑦
『
木
戸
孝
允
日
記
㎞
第
二
巻
、
五
年
三
月
八
日
条
、
一
五
七
頁
。

⑧
五
年
二
月
一
二
日
付
大
木
喬
任
宛
中
島
永
元
書
簡
、
欄
伊
藤
博
文
関
係
文
轡
』

　
第
六
巻
、
九
九
頁
。
中
島
は
文
部
省
七
等
出
仕
の
地
位
に
あ
り
、
田
申
に
同
行
し

　
て
教
育
今
度
の
視
察
を
行
う
。
こ
の
書
簡
で
森
批
判
を
展
開
し
て
お
り
、
田
中
・

　
木
戸
の
門
分
離
」
理
念
が
文
部
官
僚
に
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

⑨
一
理
事
功
程
』
巻
一
、
七
丁
裏
。

⑩
開
公
文
録
』
明
治
六
年
七
月
文
部
省
伺
、
「
西
教
伝
教
師
ヲ
教
師
二
雇
入
ザ
ル
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儀
上
申
丼
教
導
職
ヲ
学
校
教
師
二
不
採
用
儀
伺
扁
。

⑪
な
お
、
嶺
時
の
実
情
と
し
て
、
達
第
二
七
暑
に
よ
っ
て
寺
社
を
学
校
校
會
に
強

　
制
的
に
転
用
す
る
事
態
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
長
崎
県

　
に
出
張
中
の
教
部
省
九
等
出
仕
小
栗
憲
一
、
同
大
録
奥
宮
正
由
は
、
六
年
四
月
一

　
九
日
に
第
六
大
学
区
の
各
寺
社
に
対
し
て
、
「
右
布
達
法
文
〔
達
第
二
七
号
－
注

　
谷
廻
〕
二
不
苦
ト
半
拍
、
有
志
之
者
ハ
相
開
候
テ
モ
答
ナ
シ
ト
云
下
酒
テ
、
強
テ

　
学
校
二
開
ケ
ト
申
ニ
ハ
無
之
候
条
、
意
得
違
有
之
間
面
謝
也
〔
中
略
〕
社
等
ヲ
以

　
学
校
ト
致
候
共
、
教
導
筋
二
付
差
支
有
之
社
寺
ヲ
、
強
テ
学
校
ト
致
候
儀
ニ
ハ
有

　
論
旨
敷
」
と
戒
告
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
（
『
社
寺
取
調
類
纂
』
～
六
四
、
「
浜
松

　
県
伺
（
教
導
職
井
諸
宗
本
山
地
方
社
寺
へ
達
方
之
儀
と
）
。
こ
の
通
達
は
、
現
場

　
に
お
い
て
、
達
第
二
七
号
が
学
校
行
政
推
進
の
文
脈
か
ら
解
釈
さ
れ
た
こ
と
を
示

　
す
。
教
化
活
動
推
進
と
い
う
本
来
の
意
図
と
は
違
い
、
寺
社
を
学
校
校
舎
に
使
用

　
（
時
に
強
引
に
転
用
）
す
る
結
果
を
招
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

⑫
木
戸
は
帰
国
前
か
ら
、
文
部
・
教
部
の
省
務
分
離
を
意
識
し
て
い
た
。
明
治
六

　
年
二
月
三
日
付
文
部
大
管
長
三
洲
宛
書
簡
で
、
「
跳
節
承
り
候
へ
は
、
教
部
も
合

　
併
に
相
成
候
よ
し
。
御
疎
は
有
之
問
敷
候
得
共
、
事
務
混
同
い
た
し
出
て
は
い

　
か
・
可
有
之
哉
と
相
考
申
候
」
と
述
べ
て
い
る
（
噸
木
戸
孝
允
文
書
歴
第
五
巻
、

　
八
頁
）
。
ま
た
木
戸
は
帰
国
後
、
教
育
行
政
は
「
デ
ス
ポ
チ
ツ
ク
漏
に
行
わ
ね
ば

　
な
ら
ぬ
と
明
言
し
て
い
る
（
噌
木
戸
孝
允
日
記
師
第
二
巻
、
六
年
＝
月
二
〇
日

　
条
、
四
五
三
頁
）
。
木
戸
に
お
い
て
は
、
門
分
離
扁
理
念
は
文
部
省
が
専
門
に
学
校

　
教
育
を
管
理
す
べ
し
、
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
た
側
面
も
強
い
と
い
え
る
。

⑬
欄
奥
羽
八
州
往
復
綴
』
京
都
大
学
文
学
部
図
轡
整
所
蔵
。
お
よ
び
噸
教
義
薪

　
聞
㎞
六
年
一
一
月
、
第
三
五
号
。

⑭
薩
和
上
遺
稿
事
蹟
編
纂
会
欄
新
居
日
薩
隔
日
漣
宗
宗
務
院
、
一
九
三
七
、
五
九

　
五
頁
。
た
だ
し
こ
の
日
に
制
定
さ
れ
た
と
い
う
根
拠
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な

　
く
、
不
確
定
な
部
分
と
い
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
大
林
正
昭
は
、
十
七
兼
題
の

　
制
定
時
期
を
六
年
～
二
月
と
推
定
し
て
い
る
（
「
十
七
兼
題
の
制
定
経
緯
と
そ
の

　
特
色
」
（
『
広
島
大
学
教
育
学
部
紀
要
師
第
一
部
第
三
八
号
、
㏄
九
九
〇
）
）
。
し
か

　
し
、
橘
覚
生
開
十
七
兼
題
略
解
睡
に
は
、
「
明
治
六
年
十
月
脱
稿
干
」
と
い
う
記

　
述
が
見
え
る
（
欄
明
治
仏
教
思
想
資
料
集
成
㎞
第
三
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八

　
○
、
九
～
頁
）
。
ま
た
、
『
郵
便
報
知
新
聞
㎞
明
治
六
年
九
月
二
二
日
付
に
は
、
九

　
月
｝
六
日
に
大
教
院
講
究
課
に
お
い
て
、
世
襲
君
主
国
説
・
撲
立
君
主
国
得
失

　
説
・
皇
政
～
新
説
・
使
人
者
覆
審
人
使
於
人
暫
野
人
説
・
徴
兵
説
・
租
税
説
・
国

　
債
論
・
執
古
文
道
以
御
楽
之
有
漏
・
大
人
立
制
義
必
随
時
筍
有
利
戻
何
妨
塗
造

　
説
・
諸
官
省
使
寮
同
等
説
・
征
韓
説
・
教
法
説
・
学
制
説
・
開
港
貿
易
説
と
い
う

　
「
十
四
題
」
が
制
定
さ
れ
た
と
あ
る
。
こ
れ
が
十
七
兼
題
の
原
型
に
な
っ
た
と
推

　
測
さ
れ
る
。
よ
っ
て
筆
者
は
、
十
七
兼
題
は
六
年
九
月
下
旬
か
ら
～
○
月
の
間
に

　
制
定
さ
れ
た
と
考
え
、
さ
し
あ
た
り
『
新
居
日
薩
翫
の
記
述
に
従
っ
て
お
き
た
い
。

　
少
な
く
と
も
、
大
林
説
に
は
首
肯
し
え
な
い
。

⑮
た
と
え
ば
、
七
年
一
〇
月
発
動
の
楠
潜
龍
糊
十
七
論
題
略
説
』
に
は
そ
れ
が
端

　
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
『
明
治
仏
教
思
想
資
料
集
成
㎞
第
一
嵩
巻
、
　
～
三
九
～
一

　
四
二
頁
）
。

⑯
高
市
慶
雄
は
「
教
導
職
の
大
教
宣
布
運
動
は
明
治
六
、
七
年
の
頃
よ
り
色
々
の

　
事
情
か
ら
思
わ
し
く
な
く
な
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
栗
謡
寛
、
常
世
長
胤
、
そ
れ
に

　
三
島
通
庸
、
黒
豊
沼
網
、
高
崎
菰
六
等
の
有
力
老
も
架
塾
し
て
神
々
官
の
復
興
を

　
請
願
し
、
明
治
極
論
の
如
き
純
粋
無
雑
な
組
織
に
改
め
や
う
と
し
た
」
と
論
じ
て

　
い
る
（
「
三
条
演
義
・
神
教
要
旨
略
解
　
解
題
」
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
睡
第
一

　
一
巻
、
解
題
三
頁
）
。
ま
た
三
島
は
七
年
五
月
一
一
三
日
、
湊
川
神
社
宮
司
折
田
年

　
秀
に
「
神
舐
官
興
復
之
建
自
可
致
旨
内
達
扁
し
て
お
り
、
こ
の
前
後
に
自
ら
も
意

　
見
書
を
書
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
『
折
田
年
秀
日
記
㎞
第
一
巻
、
八
七
頁
）
。

⑰
『
三
島
通
庸
関
係
文
書
』
、
五
四
六
－
一
二
。
こ
の
史
料
に
は
署
名
が
な
い
。

　
だ
が
伝
記
史
料
の
な
か
に
門
慰
〔
三
島
…
注
谷
川
〕
教
部
省
二
丁
ル
や
其
復
興
ヲ

（997）61



　
唱
フ
ル
ヤ
、
、
左
ノ
建
議
ヲ
為
シ
タ
ル
コ
ト
有
り
」
と
し
て
同
文
の
意
見
答
が
あ
げ

　
ら
れ
て
お
り
、
三
島
の
意
見
轡
と
判
断
で
き
る
。
同
五
五
七
…
一
。

⑱
前
掲
凹
明
治
建
白
書
集
成
』
第
三
巻
で
は
、
七
年
五
月
に
出
さ
れ
た
教
部
宮
員

　
や
上
級
教
導
職
に
よ
る
神
祇
官
再
興
論
と
し
て
、
神
宮
大
宮
司
内
郭
教
正
困
中
頼

　
庸
（
七
年
五
月
〔
日
不
明
〕
、
三
九
八
～
四
〇
〇
頁
）
、
権
大
教
正
稲
葉
正
邦
・
鴻

雪
爪
ら
九
名
（
七
年
五
月
　
四
日
、
四
〇
七
～
四
＝
～
頁
）
、
教
部
省
九
等
出
仕

渠
田
寛
・
教
部
中
皿
常
世
長
髪
（
七
年
五
月
二
〇
日
、
四
二
一
～
四
二
三
頁
）
、

教
部
大
泉
八
木
離
・
山
下
政
愛
ら
無
名
（
七
年
五
月
三
一
日
、
四
五
七
～
四
五
九

頁
）
と
い
っ
た
人
々
の
建
白
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
に
は
、

学
校
教
育
管
轄
に
関
す
る
言
及
は
ま
っ
た
く
な
い
。
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第
三
章
　
教
化
政
策
の
挫
折
一
島
地
黙
雷
と
「
分
離
」
理
念
一

　
1
　
教
化
政
策
批
判
の
意
識
形
成

　
教
部
省
は
「
神
官
僧
侶
学
校
」
規
定
廃
止
を
機
に
、
「
開
化
」
的
知
識
の
解
説
と
い
う
教
化
政
策
の
あ
ら
た
な
方
向
性
を
見
い
だ
し
た
。
そ

れ
に
対
し
て
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
た
の
が
、
真
宗
僧
島
地
黙
雷
で
あ
る
。
島
地
は
明
治
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
、
他
の
真
宗
僧
た
ち
と
欧

州
視
察
を
行
う
。
視
察
か
ら
帰
国
す
る
や
、
真
宗
の
大
教
院
か
ら
の
分
離
を
主
張
し
、
数
々
の
建
言
書
で
教
化
政
策
を
批
判
し
て
ゆ
く
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

詳
細
な
過
程
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
そ
ち
ら
へ
譲
る
。
む
し
ろ
問
題
は
、
教
化
政
策
批
判
の
な
か
で
、
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

地
が
学
校
教
育
と
宗
教
の
関
係
を
ど
う
捉
え
て
い
た
か
、
で
あ
る
。

　
島
地
は
五
年
一
月
二
七
日
に
横
浜
を
出
発
し
、
三
月
＝
二
日
置
ル
セ
イ
ユ
着
、
同
一
九
日
に
パ
リ
に
至
る
。
六
年
七
月
目
帰
国
す
る
ま
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
宗
教
や
風
俗
を
視
察
し
、
そ
の
過
程
で
教
部
省
へ
の
批
判
的
姿
勢
を
養
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
意
味
で
、
注
目
さ
れ
る
の
が
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

年
七
月
で
あ
る
。
七
月
五
日
、
パ
リ
滞
在
中
の
島
地
は
、
日
本
か
ら
の
書
簡
を
受
け
取
る
。
そ
れ
に
は
、
「
日
本
教
部
省
の
僧
侶
出
仕
」
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
て
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
島
地
は
衝
撃
を
受
け
、
そ
の
日
の
う
ち
に
「
建
言
　
三
教
合
同
ニ
ツ
キ
」
を
書
き
あ
げ
た
。

　
こ
の
建
言
の
冒
頭
に
は
、
教
部
省
に
お
い
て
「
儒
仏
神
ノ
三
道
ヲ
合
シ
テ
教
ヲ
立
テ
、
以
テ
ー
ノ
宗
旨
ヲ
造
」
る
動
き
が
現
実
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
、
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
日
本
教
部
省
の
僧
侶
出
仕
」
の
内
容
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
動
き
に

対
し
、
島
地
は
激
し
く
批
判
す
る
。
政
治
は
人
為
で
あ
っ
て
、
国
や
風
土
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
宗
教
は
ち
が
う
。
釈
迦
や
イ
エ
ス
と
い
っ
た
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「
神
人
」
の
み
が
創
出
す
る
、
「
常
人
ヲ
以
テ
為
ヘ
カ
ラ
サ
ル
」
も
の
で
あ
り
、
「
万
国
二
通
シ
宇
宙
二
及
」
ぶ
普
遍
性
を
も
つ
、
と
。
も
と
も

と
島
地
は
四
年
九
月
、
教
部
省
の
開
設
を
請
願
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
時
点
で
は
、
宗
教
管
轄
の
省
庁
設
置
に
仏
教
勢
力
復
興
・
保
護
を
期

待
し
て
い
た
。
請
願
書
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
禁
圧
や
「
風
化
ヲ
侶
導
シ
、
民
心
ヲ
維
持
」
の
た
め
に
仏
教
は
不
可
欠
で
あ
り
、
「
政
教
ノ
相
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
、
固
リ
輪
講
ノ
如
シ
」
と
言
い
切
っ
て
い
た
。
渡
航
直
前
の
五
年
一
月
一
二
日
に
著
し
た
「
開
導
利
用
説
」
で
も
、
「
教
ノ
政

治
二
補
ナ
キ
無
用
ノ
誘
ア
ル
亦
宜
カ
ラ
ズ
」
と
の
べ
、
僧
侶
が
政
治
に
有
用
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
手
段
と
し
て
知
識
を
世
に
広
め
、
知
識
を
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

落
し
た
社
会
活
動
を
行
う
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
島
地
は
、
政
治
と
宗
教
は
補
完
し
合
う
関
係
に
あ
る
べ
き
、
と
い
っ
た
程
度
の

楽
観
的
な
見
方
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
自
ら
期
待
し
た
教
部
省
が
、
仏
教
の
領
域
を
侵
犯
す
る
政
策
を
す
す
め
て
い
る
と
の
報
に
接
し
て
、

そ
の
楽
観
的
な
考
え
に
疑
念
を
抱
い
て
ゆ
く
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
島
地
は
こ
の
七
月
に
重
要
な
経
験
を
す
る
。
中
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て
の
ロ
ン
ド
ン
滞
在
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
滞
在
一

一
日
目
に
あ
た
る
二
五
日
の
日
記
に
は
、
「
予
述
作
せ
ん
と
す
る
者
有
れ
ば
出
せ
ず
」
と
、
著
作
の
た
め
終
日
宿
に
こ
も
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

二
七
日
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
著
作
の
ひ
と
つ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
木
戸
と
の
再
会
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
は
は
も
と
も
と
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

交
が
あ
り
、
こ
の
海
外
教
状
視
察
も
木
戸
の
勧
め
に
端
を
発
し
て
い
た
。
島
地
は
一
九
日
、
そ
の
木
戸
を
訪
問
す
る
。
そ
の
際
、
島
地
は
五
日

着
の
書
簡
の
内
容
を
伝
え
、
「
建
言
　
三
教
合
同
ニ
ツ
キ
」
を
木
戸
に
呈
し
た
。
こ
の
す
ぐ
後
に
宿
に
こ
も
っ
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、

　
　
　
　
　
　
⑩

「
欧
州
政
教
見
聞
」
で
あ
る
。

　
こ
の
な
か
で
島
地
は
、
「
各
国
教
ヲ
用
ユ
ル
ト
キ
ハ
強
ク
シ
テ
而
シ
テ
富
」
む
、
「
之
ヲ
用
ヰ
テ
制
ヲ
得
ル
者
ハ
治
」
め
ら
れ
る
、
と
述
べ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
決
し
て
政
治
が
宗
教
を
恣
意
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
宗
教
は
「
固
リ
民
ノ
帰
饗
二
任
ス
」
も
の
で
あ
っ

て
、
政
府
は
信
仰
の
自
由
を
与
え
て
民
衆
を
治
め
る
べ
き
と
さ
れ
る
。
島
地
が
批
判
す
る
の
は
、
「
生
死
現
未
ノ
権
、
悉
ク
以
テ
教
二
属
」
す

も
の
と
す
る
「
教
王
国
権
ノ
弊
」
、
す
な
わ
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
権
力
の
政
治
介
入
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
同
行
の
留
学
僧
赤
松
連
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
も
の
し
、
島
地
が
加
筆
し
た
と
さ
れ
る
報
告
書
「
英
国
宗
教
雑
感
」
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
「
宗
旨
自
由
の
令
を
下
し
、
唯
民
心
の
欲
す
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⑫

る
処
に
任
」
せ
て
い
る
、
と
好
意
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
信
仰
の
自
由
へ
の
視
線
は
、
木
戸
に
お
い
て
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
木
戸
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

翌
八
月
、
留
守
政
府
に
宛
て
た
意
見
書
で
、
「
人
心
之
信
仰
終
に
不
可
防
し
と
し
て
、
「
寛
恕
之
御
沙
汰
」
す
な
わ
ち
政
府
に
お
け
る
宗
教
的
寛

容
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
述
作
」
か
ら
、
島
地
と
木
戸
が
、
政
府
の
宗
教
的
寛
容
に
も
と
つ
く
「
信
教
の
自
由
」
の
重
要
性
を

共
通
認
識
と
し
て
持
っ
て
い
た
と
理
解
で
き
よ
う
。

　
以
上
よ
り
、
木
戸
と
島
地
が
意
見
を
か
わ
す
な
か
で
、
「
信
教
の
自
由
」
論
と
、
ひ
と
つ
の
宗
教
を
政
治
的
に
押
し
つ
け
る
こ
と
へ
の
批
判

的
見
方
を
、
　
一
九
日
の
再
会
を
機
に
共
有
し
て
い
っ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
よ
う
。
こ
の
五
年
七
月
は
島
地
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
意
識
を
持
つ

よ
う
に
な
る
重
要
な
転
…
機
で
あ
っ
た
。
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2
渡
欧
時
の
初
等
教
育
認
識

　
そ
し
て
こ
の
五
年
七
月
は
、
島
地
の
渡
欧
に
よ
る
学
校
教
育
観
の
形
成
と
い
う
点
で
も
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

　
島
地
は
渡
航
前
の
「
開
導
利
用
説
」
に
お
い
て
、
「
知
識
ヲ
蔽
障
シ
、
利
用
ヲ
閉
塞
ス
」
る
僧
侶
の
現
状
を
嘆
き
、
教
義
の
研
究
や
時
代
の

変
化
に
応
じ
た
教
化
に
い
そ
し
む
必
要
を
説
い
て
い
る
。
そ
の
両
者
が
結
合
し
た
例
と
し
て
、
「
妙
恵
ノ
茶
ヲ
植
へ
、
行
基
ノ
橋
ヲ
架
シ
、
空

海
ノ
和
字
ヲ
製
シ
、
道
昭
ノ
行
路
ヲ
開
ク
ガ
如
キ
歴
々
見
ル
ベ
シ
」
と
列
挙
し
、
仏
教
が
社
会
福
祉
面
で
貢
献
す
る
道
を
提
示
し
て
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
く
に
学
校
に
関
す
る
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
渡
欧
中
に
教
部
省
の
政
策
の
方
向
を
知
り
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
政
教
分
離
意
識
を
強
め
る
と
、
島
地
は
学
校
教
育
と
宗
教
教

化
と
い
う
二
領
域
の
重
な
り
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
視
線
は
、
田
中
や
木
戸
の
よ
う
に
、
学
校
教
育
か
ら
宗
教
を
排
除
せ
よ
と
い

う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
が
子
ど
も
の
教
育
上
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
、
い
わ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

「
興
味
深
く
」
観
察
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
「
欧
州
政
教
見
聞
」
を
み
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
島
地
は
、
宗
教
は
人
間
に
と
っ
て
み
な
等

し
く
必
要
な
「
道
」
で
あ
る
が
、
学
問
は
個
々
の
才
能
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
成
果
が
異
な
る
「
芸
」
で
あ
る
、
と
そ
の
領
域
の
峻
別
を
説
く
。
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だ
が
注
目
す
べ
き
は
、
つ
ぎ
の
箇
所
で
あ
る
。

　
　
少
年
子
弟
学
ブ
処
ノ
文
字
算
計
ノ
如
キ
、
惣
ジ
テ
百
学
ノ
原
ニ
シ
テ
、
是
レ
芸
二
似
テ
芸
二
非
ズ
、
即
道
ト
偶
ヲ
ナ
セ
リ
。
何
者
、
入
ノ
人
タ
ル
、
ロ
ハ
身

　
　
ヲ
修
毒
心
ヲ
正
ウ
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
。
言
語
以
テ
事
ヲ
通
ジ
、
思
想
以
テ
事
ヲ
計
ス
、
是
レ
人
タ
ル
ノ
通
能
也
。
而
シ
テ
文
字
ハ
言
語
ノ
表
形
也
。
算

　
　
計
ハ
思
想
ノ
標
準
ナ
リ
。
人
々
之
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
欧
州
、
此
ニ
ツ
ノ
者
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
教
家
二
属
セ
シ
メ
、
彼
ノ
終
年
可
行
可
勤
ノ
要
領
二
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
シ
テ
之
ヲ
教
ヘ
シ
ム
。
制
ヲ
得
タ
リ
ト
謂
ツ
ベ
シ
。

　
文
字
と
計
算
は
、
言
葉
と
思
想
に
必
要
で
あ
り
、
学
問
で
は
な
く
「
道
」
と
同
類
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
宗
教
者
に
担
当
さ
せ
る
の
は
よ

い
や
り
方
で
あ
る
。
島
地
は
こ
う
論
じ
た
あ
と
、
つ
づ
け
て
述
べ
る
。
「
凡
ソ
人
ノ
子
弟
タ
ル
、
幼
ニ
シ
テ
三
二
入
ル
。
之
二
授
ク
ル
ニ
文
字

算
計
ヲ
以
テ
ス
」
る
の
だ
か
ら
、
初
等
学
校
の
教
育
は
「
道
」
、
す
な
わ
ち
宗
教
の
領
分
に
含
ま
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
そ
れ
を
実
践
し
て
お

り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
子
ど
も
の
教
育
に
根
付
い
て
い
る
ー
ー
こ
う
し
た
教
化
の
あ
り
よ
う
を
、
島
地
は
「
本
邦
学
者
ノ
空
論
高
談
、
実
用
ヲ
後

馬
ス
ル
」
の
に
く
ら
べ
、
「
去
皮
相
テ
骨
髄
ヲ
取
ル
者
ト
謂
フ
ベ
シ
」
と
評
価
し
て
い
る
。
初
等
学
校
教
育
は
宗
教
者
が
担
う
べ
き
だ
と
い
う
、

興
味
深
い
考
え
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
そ
の
点
で
、
島
地
は
と
り
わ
け
空
海
が
「
い
ろ
は
歌
」
を
作
っ
た
こ
と
を
激
賞
し
て
い
る
。
い
ろ
は
歌
は
「
『
浬
繋
経
幅
無
常
偶
ノ
意
ヲ
惣

摂
シ
テ
、
巧
ミ
ニ
訓
蒙
ノ
本
ヲ
凝
望
」
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
子
ど
も
に
教
え
る
に
は
、
仏
教
の
教
義
も
い
っ
し
ょ
に
学
ば
せ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
「
百
学
ノ
原
ヲ
開
ク
」
と
同
時
に
、
「
終
身
流
行
晩
学
ノ
事
、
亦
自
ラ
摂
シ
テ
遺
ス
コ
ト
ナ
」
い
で
あ
ろ
う
。
島
地
は

渡
欧
前
か
ら
考
え
て
い
た
仏
教
の
社
会
的
役
割
の
う
ち
、
空
海
の
い
ろ
は
歌
制
作
に
代
表
さ
れ
る
初
等
教
育
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

五
年
一
　
月
、
日
本
に
送
っ
た
書
簡
で
も
、
教
義
を
研
究
す
る
学
僧
た
ち
に
「
平
か
な
ニ
テ
子
供
二
教
ラ
ル
・
教
法
ノ
書
や
日
用
当
行
ノ
事
、

五
大
洲
ノ
形
勢
ヲ
皆
書
テ
出
ス
様
二
」
さ
せ
る
こ
と
、
と
く
に
「
伊
呂
波
ノ
説
が
一
番
急
気
候
。
此
内
二
天
下
ノ
事
書
皆
納
ル
様
卜
書
」
か
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

る
こ
と
を
提
雷
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
考
え
を
島
地
が
持
つ
に
至
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
的
影
響
力
を
目
の
あ
た
り
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に
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
方
で
、
日
本
で
の
キ
リ
ス
ト
教
防
御
の
意
識
強
化
に
も
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。
島
地
は
「
英
国
宗
教
雑
感
」
の

な
か
で
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
ア
ジ
ア
布
教
の
危
険
性
を
見
抜
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
彼
ら
は
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
狡
猜
に
民
心
に
取

り
入
る
う
え
、
「
人
民
保
護
」
の
名
目
に
よ
る
列
強
の
軍
事
介
入
を
招
く
存
在
で
あ
る
。
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
侵
入
に
対
抗
す
る
に
は
、
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

府
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
「
人
倫
日
用
の
務
を
講
じ
」
る
な
ど
、
み
ず
か
ら
の
努
力
で
「
彼
に
対
録
す
る
の
備
を
な
」
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
の
～
環
と
し
て
、
僧
侶
の
初
等
教
育
担
当
を
説
い
た
と
い
え
よ
う
。
島
地
は
五
年
七
月
、
大
谷
光
尊
に
あ
て
た
「
建
言
　
仏
法
ノ
衰
頽
」
で
、

「
本
邦
僧
侶
ノ
無
学
盲
管
ナ
ル
、
我
家
学
タ
モ
知
ラ
サ
ル
也
、
況
や
普
通
ノ
学
ヲ
ヤ
」
と
喝
破
し
て
い
た
。
こ
れ
に
応
え
た
の
が
、
第
｝
章
の

最
終
段
落
で
あ
げ
た
光
尊
の
議
論
で
あ
っ
た
（
も
っ
と
も
そ
れ
は
、
教
部
省
に
よ
り
、
仏
教
で
は
な
く
神
道
教
化
と
い
う
か
た
ち
で
実
現
さ
れ
て
し
ま
う

の
だ
が
）
。

　
こ
の
段
階
の
島
地
は
、
学
校
教
育
を
「
道
」
と
「
芸
」
に
分
け
、
前
者
に
読
み
書
き
・
計
算
と
い
う
初
等
教
育
の
基
本
的
内
容
が
含
ま
れ
る

と
考
え
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
僧
侶
が
担
当
す
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
を
強
く
持
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
小
学
校
教
員
に
僧
侶
を
も
っ
て
充
て

る
こ
と
、
こ
れ
が
島
地
の
持
論
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
人
的
な
学
校
教
育
参
与
に
よ
っ
て
、
仏
教
教
義
が
教
育
内
容
へ
影
響
を
与
え
て
ゆ
く
と

認
識
し
て
い
た
点
で
は
、
田
中
・
木
戸
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
危
惧
と
共
通
し
て
い
た
。
し
か
し
島
地
は
、
そ
れ
を
手
段
と
し
て
用
い
る
べ
き
で

あ
る
と
主
張
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
三
島
と
通
じ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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3
　
教
化
政
策
批
判
運
動
と
「
分
離
」
受
容

　
島
地
は
「
仏
法
ノ
衰
頽
」
を
建
幽
し
た
時
点
で
は
、
教
部
省
を
「
多
ク
ハ
神
道
ヲ
興
サ
ン
ト
ス
ル
者
」
で
あ
っ
て
、
「
神
道
ハ
耶
蘇
ノ
前
馳
」

と
非
難
し
て
い
た
も
の
の
、
「
邦
人
無
学
ニ
シ
テ
～
日
之
ヲ
存
ス
ト
云
ヘ
ト
モ
、
近
日
必
ス
官
省
ス
ヘ
シ
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
教
部
省
は
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

晩
廃
止
に
至
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
見
込
み
は
翌
六
年
に
は
消
え
る
。
六
年
一
月
～
七
日
付
大
洲
鉄
重
言
書
簡
を
み

る
と
、
島
地
は
「
大
教
旨
二
大
神
宮
力
立
ツ
ト
云
」
話
に
加
え
、
教
部
省
肝
い
り
の
『
教
義
新
聞
』
が
仏
教
の
悪
口
ば
か
り
書
い
て
い
る
事
実
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を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
教
化
政
策
が
廃
仏
を
狙
う
も
の
と
確
信
し
た
島
地
は
、
「
教
部
一
日
モ
速
二
君
ケ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
」

と
主
張
す
る
。
そ
し
て
現
状
に
甘
ん
じ
る
僧
侶
に
対
し
て
、
「
是
デ
モ
黙
視
ス
ル
が
僧
ノ
役
目
欺
。
腰
ノ
抜
ケ
ル
ニ
モ
程
ガ
ア
ル
」
と
激
し
く

叱
咤
す
る
。
こ
の
頃
か
ら
島
地
は
、
教
化
政
策
反
対
運
動
を
数
々
の
建
言
書
を
用
い
て
推
進
し
て
ゆ
く
。
六
年
初
頭
の
「
三
条
教
則
批
判
建
白

⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

書
」
提
出
に
は
じ
ま
り
、
七
月
に
帰
国
し
て
か
ら
は
「
大
教
院
分
離
建
白
書
」
に
よ
っ
て
仏
教
各
宗
の
分
離
を
主
張
、
同
年
宋
に
は
真
宗
単
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
離
脱
路
線
に
切
り
か
え
、
翌
七
年
五
月
に
は
「
建
議
　
教
部
改
正
ニ
ツ
キ
」
を
提
出
し
て
い
よ
い
よ
教
部
省
の
廃
止
を
求
め
た
。

　
運
動
の
成
功
に
は
、
政
府
内
の
支
持
を
得
る
こ
と
と
、
そ
の
う
え
で
教
化
政
策
の
中
心
入
物
を
排
除
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
前
者
に

つ
い
て
は
、
当
然
木
戸
が
大
き
な
力
に
な
っ
た
。
木
戸
は
六
年
一
一
月
二
〇
日
伊
藤
博
文
宛
書
簡
で
、
「
一
向
未
ロ
外
軽
罪
」
こ
と
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
教
部
を
興
廃
、
社
と
寺
と
の
寮
を
内
務
省
中
被
差
置
候
も
可
里
下
」
と
の
考
え
を
表
明
す
る
。
そ
の
書
簡
を
う
け
た
伊
藤
も
同
二
八
日
、
教

部
省
の
内
務
省
移
管
に
賛
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
木
戸
に
、
「
即
今
直
ニ
ハ
六
ケ
敷
」
い
が
「
段
々
黙
雷
杯
よ
り
之
訴
も
承
り
蒸
留
差
置
」
わ

け
に
も
い
か
な
い
の
で
、
「
何
卒
宍
翁
〔
宍
戸
磯
－
注
谷
川
〕
を
少
シ
御
説
諭
」
し
て
い
た
だ
き
、
「
神
仏
各
面
混
清
を
止
メ
候
御
手
究
極
無
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

強
暴
、
其
他
え
も
近
日
更
二
以
上
可
申
上
機
」
と
述
べ
て
い
る
。
島
地
は
伊
藤
へ
も
直
接
教
化
政
策
の
廃
止
に
つ
い
て
訴
え
た
の
で
あ
る
。
伊

藤
の
返
答
を
受
け
た
木
戸
は
、
同
じ
長
州
出
身
の
宍
戸
へ
は
た
ら
き
か
け
、
「
各
人
之
信
仰
も
自
由
に
任
せ
候
外
無
之
」
こ
と
を
納
得
さ
せ
た

が
、
同
時
に
厄
介
な
人
物
を
認
識
す
る
。
一
人
は
黒
田
清
綱
、
も
う
一
人
は
「
黒
田
之
次
席
に
居
候
も
の
に
て
漁
人
」
、
三
島
で
あ
っ
た
。
木

戸
は
三
島
を
、
「
黒
田
よ
り
一
層
神
道
家
に
て
」
「
信
仰
自
由
な
ど
・
申
事
は
独
合
点
に
入
兼
」
る
危
険
人
物
と
み
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
長
州
ラ
イ
ン
と
の
提
携
の
な
か
で
、
島
地
は
ど
の
よ
う
な
批
判
を
教
化
政
策
に
浴
び
せ
た
の
か
。
そ
れ
が
端
的
に
あ
ら
わ
れ
る
七

年
五
月
の
「
建
議
教
部
改
正
ニ
ツ
キ
」
を
分
析
し
て
み
た
い
。

　
島
地
は
、
政
府
の
急
務
が
「
政
治
ヲ
公
明
二
」
し
「
教
育
ヲ
懇
切
ニ
ス
ル
ニ
ア
」
り
、
そ
れ
を
も
っ
て
ま
ず
民
心
を
導
く
必
要
が
あ
る
と
主

張
す
る
。
し
か
し
現
状
で
は
、
学
校
教
育
と
並
び
民
心
を
導
く
両
輪
た
る
宗
教
に
、
適
切
な
制
度
が
な
い
た
め
、
教
導
の
実
が
あ
が
っ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
現
在
の
教
部
省
の
教
化
政
策
を
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
I
I
島
地
の
批
判
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
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そ
の
批
判
の
根
幹
を
な
す
論
点
は
三
つ
に
整
理
で
き
る
。
ま
ず
第
一
点
は
、
「
信
教
の
自
由
」
で
あ
る
。
島
地
は
「
凡
宗
教
ノ
民
二
任
シ
テ

茶
断
ヲ
強
ユ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
、
文
明
各
国
ノ
通
軌
ニ
シ
テ
、
毒
心
器
楽
ス
ル
者
ハ
禁
シ
得
ヘ
カ
ラ
ス
〔
中
略
〕
何
ノ
教
ヲ
信
ス
ル
モ
之
ヲ
制
セ
ス

シ
テ
可
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
述
べ
て
い
る
。
人
々
の
信
仰
選
択
を
政
府
が
保
証
す
べ
き
こ
と
を
、
西
洋
諸
国
の
通
例
を
論
拠
と
し
て
主
張
し
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
渡
欧
中
に
得
た
認
識
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
は
、
教
化
政
策
の
廃
仏
的
性
格
で
あ
る
。
教
化
政
策
は
コ
ノ
神
道
宗
ヲ
興
シ
テ
以
テ
外
教
ヲ
防
キ
、
以
テ
国
体
ヲ
維
持
セ
ン
ト
ス

ル
」
も
の
で
あ
る
が
、
な
ら
ば
「
何
ソ
神
道
者
流
ノ
ミ
ヲ
用
ヒ
ス
、
殊
二
仏
者
ヲ
混
用
シ
玉
ヘ
ル
ヤ
」
。
そ
れ
は
、
表
向
き
は
宗
教
保
護
の
た

め
と
称
し
、
実
は
仏
教
の
「
益
漸
滅
ノ
計
ヲ
逞
セ
ラ
ル
」
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
島
地
は
こ
う
批
判
し
、
六
年
初
頭
以
来
の
「
教
部
省
h
廃

仏
」
と
い
う
認
識
を
繰
り
返
し
表
明
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
第
三
点
が
、
「
調
教
」
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
島
地
は
「
民
ヲ
導
テ
文
化
二
進
マ
シ
メ
時
務
ノ
権
義
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
如
キ
、
何
ソ
必

ス
シ
モ
神
仏
巫
僧
二
局
ル
ヘ
ケ
ン
ヤ
。
事
二
通
シ
六
二
明
ニ
シ
テ
、
民
ノ
方
響
ヲ
定
メ
シ
ム
ル
山
足
ラ
バ
、
何
ノ
人
ヲ
用
テ
教
職
ト
ス
ル
モ
亦

妨
害
ス
ル
所
ナ
カ
ル
ヘ
シ
〔
中
略
〕
之
ヲ
名
ケ
テ
治
教
ト
云
」
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
「
治
世
」
を
、
「
文
明
」
社
会
で
は
不
要
だ
が
「
民
智

未
タ
進
マ
ス
、
尊
意
未
タ
達
セ
ス
、
而
宮
文
明
ヲ
求
ム
ル
急
ニ
シ
テ
宗
教
師
猶
隔
習
二
拘
泥
」
し
て
い
る
日
本
で
は
必
要
な
存
在
と
位
置
づ
け

る
。
「
治
教
」
は
宗
教
と
は
別
も
の
で
あ
り
、
教
導
職
を
用
い
て
「
官
爵
ラ
民
二
施
行
」
し
、
「
専
ラ
聖
旨
ヲ
達
セ
シ
メ
、
時
務
ヲ
知
ラ
シ
メ
学

校
撫
育
ト
旨
ヲ
同
フ
セ
シ
メ
、
正
身
勉
業
文
質
ノ
人
タ
ル
ニ
背
カ
サ
ル
」
よ
う
に
す
る
活
動
と
定
義
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
建
議
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
ま
さ
に
教
化
政
策
を
も
っ
ぱ
ら
「
治
教
」
の
役
割
に
限
定
せ
よ
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
宗
教
者
（
厳
密
に
い
え

ば
僧
侶
）
を
教
導
職
に
任
命
す
る
現
行
制
度
の
必
然
性
を
痛
烈
に
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
建
議
は
「
治
教
」
論
を
本
格
的
に
議
論
に
組
み
入
れ
た
点
で
、
従
来
の
建
白
書
以
上
の
「
威
力
」
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
前
章
で

述
べ
た
よ
う
に
、
十
七
兼
題
制
定
な
ど
を
通
し
て
教
化
活
動
が
現
に
「
治
教
」
化
し
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
教
化
政
策
の
「
開

化
」
的
知
識
解
説
へ
の
方
向
修
正
は
、
島
地
に
攻
撃
の
格
好
の
糸
口
を
与
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
建
議
を
契
機
に
、
教
化
政
策
は
い
よ
い
よ
追
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い
つ
め
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
こ
の
「
置
尺
」
論
は
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
側
面
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
建
議
の
具
体
的
な
改
革
プ
ラ
ン
は
別
紙
「
教
部
改
正
愚

⑳策
」
に
お
い
て
箇
条
書
き
で
付
さ
れ
て
お
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
二
か
条
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
一
　
教
職
ノ
説
ク
所
、
文
部
普
通
ノ
学
二
基
キ
、
宇
内
一
般
ノ
実
理
ヲ
主
ト
シ
、
藤
里
、
工
芸
、
修
身
斉
家
等
ヲ
教
へ
、
文
化
ヲ
開
導
シ
、
朝
冒
ヲ
領
得

　
　
セ
シ
ム
ル
ヲ
旨
ト
ス
ル
〈
少
年
子
弟
ハ
学
二
就
テ
之
ヲ
得
ヘ
シ
。
今
ロ
ハ
壮
盛
婦
女
ノ
学
二
就
カ
サ
ル
者
ヲ
教
ル
〉
〔
以
下
略
〕

　
　
～
　
神
仏
二
家
ノ
学
校
ノ
如
キ
ハ
、
其
徒
ノ
随
意
私
創
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、
即
宗
教
専
門
ノ
学
校
也
。
此
レ
文
部
大
中
小
ノ
学
校
二
混
雑
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス

　
こ
の
二
か
条
の
よ
う
に
、
教
導
職
の
教
化
内
容
を
「
文
部
普
通
ノ
学
」
に
基
づ
い
た
も
の
と
し
て
も
、
宗
教
者
は
、
教
導
職
と
分
離
さ
れ
る

の
で
あ
る
か
ら
学
校
教
育
の
内
容
に
は
無
関
係
に
な
る
。
し
か
も
、
子
ど
も
は
文
部
省
管
轄
の
小
学
校
に
通
い
そ
れ
を
学
ぶ
の
で
、
教
導
職
の

教
化
対
象
か
ら
も
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
宗
教
者
は
小
学
校
と
は
切
り
離
さ
れ
、
専
門
学
校
の
み
で
教
育
を
行
う
た
め
、
小
学
校

教
育
の
対
象
と
な
る
子
ど
も
と
の
接
点
は
き
わ
め
て
少
な
く
な
る
。
よ
っ
て
読
み
書
き
計
算
の
教
授
と
い
う
、
島
地
が
「
道
」
に
属
す
る
も
の

と
し
た
職
務
は
、
小
学
校
に
任
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
渡
欧
中
の
島
地
が
持
っ
て
い
た
憎
侶
に
よ
る
初
等
教
育
担
当
へ
の
意
識
が
、
今

や
ま
っ
た
く
消
滅
し
て
い
る
こ
と
を
み
て
と
れ
よ
う
。

　
島
地
に
と
っ
て
、
学
校
教
育
に
神
道
教
化
が
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
校
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
根
強
い
影
響
力
を

見
聞
し
て
い
た
だ
け
に
、
許
し
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
よ
っ
て
、
仏
教
が
神
道
に
と
っ
て
か
わ
る
と
い
う
主
張
も
あ
り
え
た
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
、
島
地
の
第
一
の
目
標
は
、
ま
ず
教
部
省
を
倒
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
廃
仏
殿
釈
で
打
撃
を
う
け
た
仏
教
勢
力
を
教
化
政

策
か
ら
独
立
さ
せ
、
宗
教
本
来
の
活
動
に
従
事
さ
せ
る
に
は
、
不
可
欠
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
課
題
を
果
た
す
に
は
、
政
府
内
に
有

力
な
支
持
者
が
必
要
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
島
地
に
と
っ
て
は
、
木
戸
ら
の
長
州
ラ
イ
ン
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
だ
が
、
公
立
学
校
に
よ
る
国
民
教

育
体
制
樹
立
を
め
ざ
す
木
戸
ら
か
ら
教
部
省
攻
撃
の
協
力
を
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
僧
侶
が
初
等
教
育
を
担
当
す
る
と
い
う
持
論
の
放
棄
を
意

味
し
た
。
こ
う
し
て
島
地
は
、
は
か
ら
ず
も
僧
侶
の
学
校
教
育
か
ら
の
「
分
離
」
を
受
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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や
が
て
反
教
部
省
派
は
、
三
島
更
迭
に
動
く
。
島
地
ら
真
宗
側
か
ら
依
頼
を
う
け
た
伊
藤
は
、
三
島
の
酒
田
県
令
へ
の
転
出
周
旋
の
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

宍
戸
や
薩
摩
出
身
の
黒
田
清
隆
を
も
動
か
し
て
工
作
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
三
島
は
、
「
教
部
と
共
二
進
退
ヲ
決
す
る
精
神
也
」
．
と
し
て
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

く
ま
で
教
部
大
病
と
の
兼
任
を
希
望
す
る
。
県
令
就
任
を
要
請
し
た
内
務
卿
大
久
保
利
通
は
そ
の
希
望
を
了
解
し
、
七
年
一
二
月
三
日
県
令
兼

任
の
辞
令
が
お
り
た
。
だ
が
酒
田
県
は
、
庄
内
　
揆
（
通
称
ワ
ッ
パ
騒
動
）
で
情
勢
不
穏
な
県
で
あ
っ
た
。
三
島
は
直
後
に
東
京
を
離
れ
、
県
政

に
忙
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
至
り
、
教
部
省
は
完
全
に
「
分
離
」
を
受
容
し
た
と
も
い
え
よ
う
。
そ
の
約
半
年
後
、
大
教
院
は
解
散

し
、
神
仏
合
同
教
化
政
策
は
挫
折
す
る
。
そ
し
て
教
部
省
も
一
〇
年
一
月
に
廃
止
さ
れ
、
内
務
省
社
寺
局
に
編
入
さ
れ
る
。

①
　
た
と
え
ば
吉
田
久
一
㎎
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
㎞
吉
川
弘
文
館
、
　
九
五
九
、

　
福
嶋
寛
隆
「
明
治
前
半
期
仏
教
徒
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
に
つ
い
て
」
（
欄
仏
教
史

　
学
㎞
第
一
二
巻
第
四
号
、
　
一
九
六
六
）
、
同
門
神
道
国
教
政
策
下
の
真
宗
」
（
『
日

　
本
史
研
究
』
第
＝
五
号
、
一
九
七
〇
）
、
阪
本
前
掲
論
文
、
新
田
均
『
近
代
政

　
教
関
係
の
基
礎
的
研
究
』
大
明
社
、
一
九
九
七
、
な
ど
。

②
島
地
の
教
育
思
想
に
つ
い
て
は
、
大
林
が
「
島
地
黙
雷
の
普
通
教
育
観
」
（
『
広

　
島
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
一
部
第
三
一
号
、
～
九
八
三
）
に
お
い
て
検
討
し
、

　
そ
の
「
先
覚
性
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
だ
が
、
本
文
中
で
論
じ
る
よ
う
に
、

　
学
校
教
育
と
宗
教
者
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
見
解
は
延
期
を
経
て
変
容
し
て
い

　
る
し
、
ま
た
教
化
政
策
打
倒
の
文
脈
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。
結
果
的
に

　
島
地
を
先
覚
者
と
し
て
評
価
で
き
る
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
は
つ
ね
に

　
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

＠＠＠＠＠

『
島
地
黙
雷
全
集
』
第
五
巻
、
四
〇
頁
。

同
前
第
一
巻
、
一
一
～
一
四
頁
。

同
前
第
一
巻
、
九
～
一
〇
頁
。

同
前
第
二
巻
、
一
八
一
～
一
八
六
頁
。

同
前
第
五
巻
、
四
王
頁
。
三
か
月
以
上
に
わ
た
る
パ
リ
滞
在
で
は
、

書
簡
を
処

　
理
（
返
信
）
す
る
場
合
を
の
ぞ
き
、
終
日
外
出
せ
ず
著
作
に
専
念
す
る
こ
と
は
一

　
度
も
な
か
っ
た
。

⑧
『
松
菊
木
戸
公
伝
』
下
巻
、
一
五
二
九
～
一
五
三
〇
頁
。

⑨
『
木
戸
孝
允
日
記
㎞
第
二
巻
、
二
一
七
頁
。

⑩
『
島
地
黙
雷
全
集
㎞
第
一
巻
、
一
九
八
～
二
〇
四
頁
。

⑪
同
前
第
二
巻
、
二
一
～
二
四
頁
、
お
よ
び
噸
赤
松
連
城
資
料
』
上
巻
、
二
～
四

　
頁
。

⑫
木
戸
は
五
年
七
月
一
七
日
、
留
学
地
プ
ロ
イ
セ
ン
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ
来
て
い
た

　
青
木
周
蔵
と
、
宗
教
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
青
木
の
「
信
教
の
自

　
由
目
論
を
聞
い
た
と
い
う
（
『
青
木
周
蔵
自
伝
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
〇
、

　
三
八
～
四
三
頁
）
。

⑬
噸
木
戸
孝
允
文
書
』
第
四
巻
、
三
八
四
頁
。
た
だ
し
木
戸
は
、
「
内
政
来
整
」

　
と
い
う
日
本
の
現
状
で
信
教
の
自
由
を
法
的
に
保
証
す
る
の
は
、
「
一
患
害
も
難

　
計
」
と
述
べ
、
こ
の
蒔
点
で
は
性
急
に
法
整
備
す
る
こ
と
に
慎
重
な
態
度
を
示
し

　
て
い
る
。

⑭
『
島
地
黙
雷
全
集
』
第
二
巻
、
～
八
五
～
～
八
六
頁
。

⑮
七
月
二
四
日
の
日
記
に
よ
る
と
、
「
ユ
ニ
バ
ル
シ
テ
ィ
〈
大
学
校
〉
を
観
る
、
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蓋
し
大
小
学
科
別
の
一
校
な
る
者
な
り
」
と
述
べ
て
お
り
、
門
欧
州
政
教
見
聞
」

　
は
実
際
に
ロ
ン
ド
ン
の
大
・
小
学
校
を
見
た
う
え
で
書
か
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。

　
同
前
第
五
巻
、
四
三
頁
。

⑯
同
前
第
一
巻
、
二
〇
〇
頁
。

⑰
も
っ
と
も
今
日
で
は
、
い
ろ
は
歌
は
一
〇
世
紀
後
半
の
作
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

　
九
世
紀
前
半
に
亡
く
な
っ
て
い
る
空
海
の
作
で
は
あ
り
え
な
い
。

⑱
『
島
地
黙
雷
全
集
』
第
　
巻
、
二
Ω
エ
～
二
〇
四
頁
。

⑲
同
前
第
五
巻
、
～
七
七
頁
。
島
地
と
と
も
に
大
教
書
分
離
運
動
に
活
躍
す
る
、

　
真
宗
僧
大
洲
鉄
然
宛
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

⑳
同
⑬
。

⑳
呪
島
地
黙
雷
全
集
㎞
第
一
巻
、
＝
二
頁
。

⑫
　
同
前
第
五
巻
、
一
八
五
～
一
八
七
頁
。

⑬
　
同
前
第
｝
巻
、
　
｝
五
～
二
⊥
ハ
頁
。

⑳
同
前
第
～
巻
、
三
四
～
四
〇
頁
。

⑳
同
前
第
一
巻
、
五
〇
～
五
九
頁
。

⑯
　
　
『
木
戸
孝
允
文
害
』
第
五
巻
、
一
〇
四
頁
。

⑳
　
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
欄
木
戸
家
文
香
㎞
人
－
二
二
。

⑳
六
年
一
～
月
二
九
日
付
伊
藤
宛
木
戸
書
簡
、
隅
木
戸
孝
允
文
書
』
第
五
巻
、
一

　
一
三
頁
。

⑲
　
　
㎎
島
堀
地
獄
…
雷
困
全
集
』
第
一
巻
、
　
五
山
ハ
～
五
九
百
バ
。

⑳
　

『
三
島
通
庸
関
係
文
書
島
七
ニ
ー
～
。

⑳
　
七
年
一
二
月
二
日
付
伊
藤
宛
大
久
保
利
通
書
簡
、
『
大
久
保
利
通
文
書
』
第
六

　
巻
、
二
二
王
頁
。

お
　
わ
　
り
　
に

教部省教化政策の転回と挫折（谷川）

　
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
人
物
に
注
目
し
つ
つ
、
教
化
政
策
の
挫
折
過
程
を
学
校
教
育
と
の
関
わ
り
か
ら
論
じ
て

き
た
。

　
教
化
政
策
に
は
三
島
の
教
部
入
省
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
も
と
で
、
「
学
制
」
へ
の
「
神
官
僧
侶
学
校
」
規
定
追
加
も
行
わ
れ
た
。

し
か
し
そ
れ
は
、
田
中
・
木
戸
が
西
洋
で
得
た
「
分
離
」
理
念
の
い
わ
ば
「
拡
大
運
用
」
に
よ
っ
て
、
「
宗
教
」
の
学
校
教
育
へ
の
導
入
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
、
廃
止
の
憂
き
目
に
あ
う
。
こ
れ
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
、
教
部
省
は
三
島
の
急
進
的
な
神
道
教
化
路
線
か
ら
、
教
化
内
容

に
「
開
化
」
的
知
識
を
積
極
的
に
織
り
交
ぜ
る
方
向
へ
の
修
正
を
模
索
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
目
指
す
方
向
性
は
島
地
の
「
禅
宗
」
論
に
よ
っ

て
、
痛
烈
な
批
判
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
決
定
打
と
な
り
、
教
化
政
策
は
崩
壊
し
て
ゆ
く
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
神
官
僧
侶
学
校
」

と
「
分
離
」
理
念
が
、
結
果
的
に
崩
壊
の
要
因
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
～
方
で
島
地
も
、
木
戸
ら
と
教
部
省
打
倒
路
線
で
共
闘
す
る
う
ち
に
、
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滞
欧
時
に
考
え
て
い
た
僧
侶
の
初
等
教
育
担
当
論
を
放
棄
し
「
分
離
」
を
受
容
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
一
連
の
過
程
は
、
ま
ず
、
近
代
日
本
社
会
に
お
け
る
「
分
離
」
理
念
の
形
成
・
変
容
を
論
ず
る
上
で
、
そ
の
出
発
点

と
し
て
の
意
味
を
も
つ
。
明
治
初
期
に
、
教
化
政
策
の
学
校
教
育
へ
の
進
入
を
引
き
金
と
し
て
「
分
離
」
線
が
導
き
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の

後
の
学
校
教
育
の
「
非
宗
教
」
性
形
成
を
考
え
る
際
に
も
、
踏
ま
え
る
べ
き
重
要
な
事
実
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
本
稿
は
あ
く
ま

で
中
央
政
府
の
政
策
レ
ベ
ル
で
の
議
論
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
「
分
離
」
理
念
が
こ
の
時
点
か
ら
社
会
一
般
に
広
く
定
着
し
て
い
っ

た
、
と
速
断
す
る
こ
と
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
例
を
挙
げ
よ
う
。
明
治
七
年
四
月
二
三
日
、
宮
崎
県
参
事
福
山
健
偉
は
「
不
開
之
当
県
従

来
人
才
略
書
ク
村
落
等
壷
鐙
テ
ハ
僅
二
壱
両
人
ノ
梢
事
理
二
通
シ
、
少
シ
ク
書
算
ヲ
解
ス
ル
者
ア
リ
」
と
い
う
状
態
な
の
で
、
教
導
職
の
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

教
員
兼
務
を
特
別
に
許
可
し
て
ほ
し
い
、
と
文
部
卿
木
戸
に
伺
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
卿
代
理
田
中
不
二
麿
は
、
「
伺
皿
鉢
」
と
許
可
す
る
。
「
分

離
」
の
枠
を
持
ち
込
ん
だ
張
本
人
た
ち
が
、
教
員
不
足
と
、
そ
の
代
替
候
補
と
し
て
神
富
・
僧
侶
を
挙
げ
る
地
域
の
実
態
を
前
に
、
こ
の
枠
を

有
名
無
実
化
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
一
二
年
～
一
月
＝
日
に
は
、
文
部
省
達
第
四
号
に
よ
っ
て
、
教
導
職
の
学
校
教
員
兼
務
が
解
禁
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
こ
の
事
態
か
ら
は
、
「
分
離
」
の
枠
が
い
ま
だ
「
な
し
く
ず
し
」
に
さ
れ
る
社
会
的
状
況
に
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

　
だ
が
一
方
で
、
近
代
日
本
形
成
期
に
お
い
て
、
神
道
・
仏
教
教
団
の
両
勢
力
が
学
校
教
育
へ
参
入
す
る
契
機
を
喪
失
し
た
点
も
ま
た
、
指
摘

で
き
る
。
仏
教
教
団
は
、
大
教
院
解
散
後
は
真
宗
の
み
な
ら
ず
各
宗
と
も
教
団
形
成
へ
の
近
代
化
に
と
り
組
む
が
、
学
校
教
育
に
関
し
て
は
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

宗
派
の
僧
侶
養
成
学
校
設
置
に
専
念
し
て
ゆ
く
。
一
方
神
道
は
、
一
〇
年
代
の
「
祭
神
論
争
」
を
へ
て
、
「
神
道
非
宗
教
」
論
に
た
ど
り
つ
く

二
〇
年
代
に
、
学
校
教
育
へ
組
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
。
だ
が
そ
れ
は
直
接
教
義
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
儀
礼
と
い
う
か
た
ち
を
通
し
て
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
。
か
く
し
て
、
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
、
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
超
然
的
位
置
づ
け
を
含
ん
だ
「
分
離
」
と
い
う
特
質
が
確
立
し
て
ゆ
く
。

　
こ
の
特
質
の
形
成
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
民
衆
統
合
を
考
え
る
う
え
で
、
重
要
な
論
点
を
示
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
「
近
代
国
民
国
家
」

に
お
い
て
最
も
重
要
な
民
衆
統
合
装
置
で
あ
る
学
校
教
育
を
め
ぐ
り
、
最
大
の
宗
教
勢
力
と
い
う
べ
き
仏
教
教
団
が
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い

ほ
ど
介
在
し
て
こ
な
い
点
は
、
も
っ
と
強
調
さ
れ
て
よ
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
政
府
が
、
長
き
に
わ
た
り
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
勢
力
と
葛
藤
、
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調
整
に
腐
心
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
と
比
べ
る
と
、
政
府
権
力
に
よ
る
学
校
教
育
の
掌
握
が
際
だ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
、
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
近
代
社
会
形
成
期
に
お
け
る
仏
教
教
団
な
い
し
僧
侶
が
「
果
た
し
た
」
社
会
的
役
割
は
、
こ
の
観
点
か
ら
よ
り
深
く
考

察
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
旦
ハ
体
的
な
考
察
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
改
め
て
と
り
組
み
た
い
。

　
①
噸
宮
崎
県
史
㎞
史
料
編
近
・
現
代
二
、
八
八
七
頁
。
　
　
　
　
　

日
本
文
化
研
究
所
編
『
宗
教
と
教
育
日
本
の
宗
教
教
育
の
歴
史
と
現
状
隔
弘
文

　
②
武
田
道
生
は
、
明
治
一
〇
年
代
に
「
宗
門
と
し
て
一
般
子
弟
の
た
め
の
仏
教
主
　
　
堂
、
　
九
九
七
所
収
、
一
〇
一
頁
）
。

　
　
義
教
育
を
目
指
す
普
通
学
校
設
立
の
動
き
は
ま
っ
た
く
お
こ
ら
な
か
っ
た
」
と
述
　

③
井
上
順
孝
「
近
代
日
本
の
宗
教
と
教
育
」
（
前
掲
四
宗
教
と
教
育
㎞
所
収
、
六

　
　
べ
て
い
る
。
武
田
「
明
治
前
期
の
仏
教
教
育
の
目
指
し
た
も
の
」
（
国
学
院
大
学
　
　
　
　
　
一
七
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
　
京
都
市

教部省教化政策の転回と挫折（谷川）
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What　is　the　Significance　of　the　Public　lndocuination　Policy　by　Kyobu－Sho？

　　　　　　　　　　　　　　　　　In　View　of　its　Relation　to　School　Education

by

TANIGAWA　Yutaka

　　This　essay　deals　with　the　procedures　of　a　large－sca至e　kldoct血ation　pr（）ject

introduced　by　the　Ministry　of　Retigion　Kyobu－Sho　in　early　Meiji　era　and　focuses　on

how　this　policy　drew　every　Shinto　and　Buddhist　priest　toward　public

indoctrination，　specificaliy　in　relation　to　school　education，　which　is　an　essential

connection　that　has　been　neglected　in　previous　studies．　lt　can　be　stated　that

Fujimaro　Tanaka’s　advocahng　‘the　separation　of　education　and　religious’　ideas

played　a　central　role　in　bringing　about　a　Clrastic　shift　in　this　indoctrination　policy

lead　by　Michitsune　Mishima．　Thereafter，　the　plan　to　introduce　an　indoctrination

system　into　school　education　failed，　causing　the　policy　1ine　to　go　through　some

transitions．　However　this　modthed　line・　again　suffered　severe・　criticism　from

Mokurai　Shimaji，　and　consequently　lead　the　indoctrination　policy　itself　to　collapse．

The　process　also　had　an　effect　on　Shimaji’s　side　leading　to　his’ №奄魔奄獅〟@up　his

previous　tlteory　that　Buddhist　priests　should　be　in　charge　of　primary　education．

The　analysis　of　Kyobu－sho　and　Shimaji　enables　us　to　mark　the　first　step　towards

the　widespread　acceptance　of　the　separation　idea　in　modern　Japanese　society．　A

closer　study　would　also　ciarifY　the　forming　and　unifying　process　of　Japan　as　a

moder　r｝　nation－state，　a　characterjstic　of　which　is　that　religion　organizations　rarely

interfered　with　the　school　education．
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